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弘
正
方
編
『
勝
間
の
若
菜
』
に
つ
い
て

─
　近
世
後
期
周
防
国
三
田
尻
の
歌
人
詠
の
類
題
和
歌
集
　─

小

　
　野

　
　美

　
　典

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
類
題
玉
石
集
』、『
板
屋
集
』、
鈴
木
高
鞆
、
萩
原
広
道
、
近
藤
芳
樹

一
　
は
じ
め
に

近
世
後
期
の
三み

田た

尻じ
り

（
周
防
国
）
の
歌
人
た
ち
の
活
動
を
牽
引
し
た
人
物
の
一
人
に
、
鈴す

ず

木き

高た
か

鞆と
も

〔
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
～
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）〕
が
い
る
。
鈴
木
家
は
松
崎
天
満
宮
（
現
在
の
防
府
天
満
宮
）
の
祠
官
を
代
々
務
め
た
家
で
、
父
の
直
道
〔
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
～
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）〕
も
国
典
を
修
め
て
語
学
・
歌
学
・
和
歌
に
秀
で
、『
萬
葉
集
類
語
』『
八
代
集
類
語
』

な
ど
の
著
作
を
著
し
た
と
さ
れ
る
。
長
男
高
鞆
も
同
様
で
、
特
に
国
学
と
和
歌
に
関
し
て
は
周
防
一
国
に
限
定
せ
ず
、
全
国
規
模
で

大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
高
鞆
が
編
集
し
た
同
時
代
歌
人
詠
の
類
題
和
歌
集
に
『
類
題
玉
石
集
』〔
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
の
刊
記
〕
が
あ
る
。

こ
の
中
に
、
高
鞆
自
詠
の
次
の
よ
う
な
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

三
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集
第
二
篇
・
翁
山
集
な
ど
と
と
も
に
弘
正
方
編
『
水
門
集
』
へ
の
料
歌
提
供
の
依
頼
を
受
け
て
広
道
が
困
惑
し
て
い
る
旨
を
述
べ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
山
崎
は
次
の
よ
う
に
言
う
（
４
）。

弘
正
方
『
水
門
集
』
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
こ
の
後
の
広
道
書
簡
に
は
見
え
な
い
（『
国
書
総
目
録
』
に
も
『
水
門
集
』

は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
）。
①
『
防
長
人
名
辞
典
』
に
は
正
方
の
著
書
の
一
つ
に
「
水
門
集
」
が
挙
が
る
が
草
稿
な
ど
が
残
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、『
玉
石
集
』
に
〔
小
野
注
：
前
掲
703
番
歌
の
詞
書
と
歌
を
掲
出
す
る
が
省
略
〕
と
言
う
高
鞆

の
歌
が
載
る
。
②
正
方
が
「
ち
か
き
わ
た
り
の
人
々
の
歌
を
集
め
」
て
編
集
中
と
い
う
こ
の
「
勝
間
の
若
菜
と
い
ふ
歌
集
」
は
、

「
水
門
集
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。

山
崎
の
言
説
の
う
ち
、
傍
線
部
①
の
『
水
門
集
』
に
関
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
注
３
の
『
萩
原
広
道
消
息
』
の

翻
刻
に
は
、

…
…
鴨
川
集
三
篇
玉
石
集
二
篇
翁
山
集
（
原
註
「
備
後
上
下
人
重
森
良
容
輯
野
生
と
伴
雄
二
人
に
撰
く
れ
と
申
出
也
」）
水
門
集
（
原
註

「
長
門
藩
在
京
弘
正
方
集
」）
な
ど
ゝ
申
様
の
も
の
へ
歌
を
入
候
様
之
人
御
坐
候
は
ゞ
追
々
御
出
さ
せ
可
被
下
候
…
…

 

〔
…
…
は
小
野
に
よ
る
省
略
の
意
。
以
下
同
断
〕

と
あ
り
、
歌
と
歌
人
を
募
っ
て
い
る
（
傍
線
部
）
こ
と
か
ら
、『
水
門
集
』
が
弘
正
方
の
家
集
で
は
な
く
、
近
世
後
期
に
盛
行
し
て

い
た
所
謂
「
類
題
和
歌
集
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
『
水
門
集
』
は
後
で
も
触
れ
る
が
、『
防
長
人
名
辞
典
』
に
名

八
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弘
正
方
ち
か
き
わ
た
り
の
人
々
の
歌
を
集
め
て
勝
間
の
若
菜
と
い
ふ
歌
集
を
え
ら
び
け
る
を
り
に
、
を
し
へ
子
ど
も
の

を
も
ひ
と
つ
に
つ
か
は
す
と
て 

（
鈴
木
）
高
鞆

703
名
も
し
れ
ぬ
こ
と
の
葉
く
さ
は
七
草
の
外
な
り
け
り
と
つ
み
な
も
ら
し
そ
［
玉
石
集
］

こ
の
詞
書
と
歌
は
、
弘
正
方
（
ひ
ろ
・
ま
さ
か
た
）
が
『
勝
間
の
若
菜
』
な
る
歌
集
編
纂
を
企
図
し
て
い
た
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
そ
れ
は
、
弘
の
住
い
で
あ
る
三
田
尻
近
隣
（
ち
か
き
わ
た
り
）
の
歌
人
た
ち
の
歌
集
で
、
高
鞆
も
門
弟
た
ち
の
詠
作
を
弘
に
遣

わ
し
、
遺
漏
な
き
よ
う
に
全
歌
の
採
択
（
摘
み
な
漏
ら
し
そ
）
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
あ
る
特
定
地
域
に
限
定
し
た
同
時
代
歌
人
詠
に

よ
る
類
題
和
歌
集
編
集
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
勝
間
の
若
菜
』
な
る
歌
集
は
上
梓
さ
れ
た
形
跡
も
な
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。

周
防
国
三
田
尻
出
身
の
歌
人
五
十
君
夷
守
（
い
ぎ
み
・
ひ
な
も
り
）
の
詠
草
類
を
博
捜
・
蒐
集
し
、『
五
十
君
夷
守
和
歌
集
』
と
し

て
翻
刻
・
紹
介
し
た
御み

薗そ
の

生う

翁お
う

甫す
け

は
、
そ
の
解
題
で
夷
守
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
（
２
）。

嘉
永
年
中
長
沢
伴
雄
編
輯
の
類
題
和
歌
鴨
川
集
及
び
安
政
二
年
編
輯
の
詠
史
歌
集
初
編
に
は
一
流
の
大
家
に
伍
し
て
作
者
に
列

し
て
い
る
。
ま
た
弘
化
四

〔
マ
マ
〕年

弘
正
方
編
輯
の
郷
土
歌
集
勝
間
廼
若
菜
の
作
者
に
も
列
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
は
伝
わ
ら
な
い
。

 

〔
傍
線
は
小
野
。
以
下
同
断
〕

ま
た
、
萩
原
広
道
の
研
究
を
精
緻
か
つ
精
力
的
に
進
め
て
い
る
山
崎
勝
昭
は
、
広
道
の
書
簡
類
に
弘
正
方
の
名
が
頻
出
し
、
面

識
・
交
流
も
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
嘉
永
三
年
正
月
二
十
三
日
付
大
藤
高
雅
宛
広
道
書
簡
（
３
）に

、
鴨
川
三
郎
集
・
玉
石

三
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集
第
二
篇
・
翁
山
集
な
ど
と
と
も
に
弘
正
方
編
『
水
門
集
』
へ
の
料
歌
提
供
の
依
頼
を
受
け
て
広
道
が
困
惑
し
て
い
る
旨
を
述
べ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
山
崎
は
次
の
よ
う
に
言
う
（
４
）。

弘
正
方
『
水
門
集
』
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
こ
の
後
の
広
道
書
簡
に
は
見
え
な
い
（『
国
書
総
目
録
』
に
も
『
水
門
集
』

は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
）。
①
『
防
長
人
名
辞
典
』
に
は
正
方
の
著
書
の
一
つ
に
「
水
門
集
」
が
挙
が
る
が
草
稿
な
ど
が
残
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、『
玉
石
集
』
に
〔
小
野
注
：
前
掲
703
番
歌
の
詞
書
と
歌
を
掲
出
す
る
が
省
略
〕
と
言
う
高
鞆

の
歌
が
載
る
。
②
正
方
が
「
ち
か
き
わ
た
り
の
人
々
の
歌
を
集
め
」
て
編
集
中
と
い
う
こ
の
「
勝
間
の
若
菜
と
い
ふ
歌
集
」
は
、

「
水
門
集
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
。

山
崎
の
言
説
の
う
ち
、
傍
線
部
①
の
『
水
門
集
』
に
関
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
注
３
の
『
萩
原
広
道
消
息
』
の

翻
刻
に
は
、

…
…
鴨
川
集
三
篇
玉
石
集
二
篇
翁
山
集
（
原
註
「
備
後
上
下
人
重
森
良
容
輯
野
生
と
伴
雄
二
人
に
撰
く
れ
と
申
出
也
」）
水
門
集
（
原
註

「
長
門
藩
在
京
弘
正
方
集
」）
な
ど
ゝ
申
様
の
も
の
へ
歌
を
入
候
様
之
人
御
坐
候
は
ゞ
追
々
御
出
さ
せ
可
被
下
候
…
…

 

〔
…
…
は
小
野
に
よ
る
省
略
の
意
。
以
下
同
断
〕

と
あ
り
、
歌
と
歌
人
を
募
っ
て
い
る
（
傍
線
部
）
こ
と
か
ら
、『
水
門
集
』
が
弘
正
方
の
家
集
で
は
な
く
、
近
世
後
期
に
盛
行
し
て

い
た
所
謂
「
類
題
和
歌
集
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
『
水
門
集
』
は
後
で
も
触
れ
る
が
、『
防
長
人
名
辞
典
』
に
名

八
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書
館
に
よ
る
後
補
の
く
る
み
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
包
背
装
。
そ
の
部
分
を
除
い
て
、
や
や
厚
手
の
和
紙
に
よ
る
表
紙
が
あ
り
、
中
央

上
段
の
題
簽
に
「
勝
間
廼
若
菜
」
と
筆
写
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
紙
数
は
全
三
〇
丁
。
一
丁
オ
の
右
肩
に
「
弘
正
方
大
人
自
筆
本
」

と
墨
書
、
そ
の
下
段
に
「
樟
堂
」
の
朱
の
角
印
。
中
央
に
「
か
つ
ま
の
若
菜
　
一
巻
」
と
す
る
。
こ
の
一
丁
目
は
吉
田
樟
堂
（
祥

朔
）
の
後
補
で
、「
弘
正
方
大
人
自
筆
本
」
と
し
た
の
も
吉
田
で
あ
ろ
う
。

二
丁
目
は
遊
紙
。
三
丁
オ
～
四
丁
オ
は
弘
正
方
自
序
。
春
（
五
丁
オ
～
一
〇
丁
ウ
）、
夏
（
一
一
丁
オ
～
一
三
丁
ウ
）、
秋
（
一
四
丁
オ

～
一
八
丁
オ
）、
冬
（
一
八
丁
ウ
～
二
二
丁
オ
）、
恋
（
二
二
丁
ウ
～
二
三
丁
ウ
）、
雑
（
二
四
丁
オ
～
三
〇
丁
オ
）。
以
上
か
ら
成
っ
て
い
る
。

Ｂ
　
内
容

春
夏
秋
冬
・
恋
・
雑
の
六
つ
の
部
立
か
ら
な
り
、
総
計
二
百
二
首
が
収
載
さ
れ
る
。
便
宜
的
に
各
歌
の
配
列
順
に
歌
番
号
を
付
し
、

各
部
の
歌
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

春
の
部

─
１
番
～
53
番
（
計
五
十
三
首
）

夏
の
部

─
54
番
～
76
番
（
計
二
十
三
首
）

秋
の
部

─
77
番
～
111
番
（
計
三
十
五
首
）

冬
の
部

─
112
番
～
146
番
（
計
三
十
五
首
）

恋
の
部

─
147
番
～
158
番
（
計
十
二
首
）

雑
の
部

─
159
番
～
202
番
（
計
四
十
四
首
）

三
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前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
そ
の
編
著
者
吉
田
祥
朔
（
樟
堂
）
が
目
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
山
口
県
文
書
館
の
吉

田
樟
堂
文
庫
ほ
か
、
諸
所
に
あ
た
っ
た
が
所
在
を
確
認
し
得
な
か
っ
た
。
山
崎
の
『
水
門
集
』
へ
の
言
及
箇
所
の
末
尾
が
こ
の
引
用

部
分
で
あ
り
、
山
崎
も
結
局
、『
水
門
集
』
に
関
し
て
は
全
く
手
掛
か
り
が
な
い
ま
ま
筆
を
擱
い
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
山
崎
が
傍
線
部
②
で
触
れ
る
『
勝
間
の
若
菜
』
で
あ
る
。
山
崎
は
「「
水
門
集
」
と
関
係
が
あ

る
の
か
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
ま
ま
で
終
わ
り
、
皆
目
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
状
況
で
擱
筆
し
た
。
先
の
御
薗
生
も
「
そ
の

書
は
伝
わ
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
稿
者
は
こ
の
ほ
ど
、『
勝
間
の
若
菜
』
な
る
歌
集
が
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
版
本
で

は
な
く
写
本
で
あ
る
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
の
弘
正
方
自
序
を
持
ち
、
ま
た
、
鈴
木
高
鞆
を
始
め
そ
の
周
辺
歌
人
の
詠

作
も
見
ら
れ
る
。
該
本
が
、
先
学
に
よ
っ
て
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
歌
集
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
序
は
『
勝
間
の
若
菜
』

の
成
立
事
情
を
も
記
し
て
い
て
、
有
益
で
あ
る
。
歌
人
の
中
に
は
、
鈴
木
高
鞆
以
外
に
も
、
五
十
君
夷
守
・
荒
瀬
安
船
・
荒
瀬
真

纚
・
今
津
維
亮
・
吉
武
春
峯
な
ど
、
高
鞆
編
『
類
題
玉
石
集
』
入
集
歌
人
の
名
も
見
ら
れ
る
。

今
回
、『
勝
間
の
若
菜
』
の
現
物
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
『
勝
間
の
若
菜
』
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ

と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
ま
た
併
せ
て
、
編
者
弘
正
方
の
閲
歴
に
関
し
て
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
し
た
い
。

収
録
歌
人
と
そ
の
詠
歌
に
関
し
て
は
概
略
の
報
告
の
み
と
し
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

二
　『
勝
間
の
若
菜
』
の
概
要

Ａ
　
山
口
県
文
書
館
本
の
書
誌

所
蔵
者
認
定
書
名
は
『
か
つ
ま
の
若
葉・

』。
請
求
番
号
は
「
吉
田
樟
堂
一
二
七
六
」。
一
冊
。
縦
二
四
・
六
糎
×
横
一
七
・
八
糎
。
文

（
５
）

三
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書
館
に
よ
る
後
補
の
く
る
み
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
包
背
装
。
そ
の
部
分
を
除
い
て
、
や
や
厚
手
の
和
紙
に
よ
る
表
紙
が
あ
り
、
中
央

上
段
の
題
簽
に
「
勝
間
廼
若
菜
」
と
筆
写
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
紙
数
は
全
三
〇
丁
。
一
丁
オ
の
右
肩
に
「
弘
正
方
大
人
自
筆
本
」

と
墨
書
、
そ
の
下
段
に
「
樟
堂
」
の
朱
の
角
印
。
中
央
に
「
か
つ
ま
の
若
菜
　
一
巻
」
と
す
る
。
こ
の
一
丁
目
は
吉
田
樟
堂
（
祥

朔
）
の
後
補
で
、「
弘
正
方
大
人
自
筆
本
」
と
し
た
の
も
吉
田
で
あ
ろ
う
。

二
丁
目
は
遊
紙
。
三
丁
オ
～
四
丁
オ
は
弘
正
方
自
序
。
春
（
五
丁
オ
～
一
〇
丁
ウ
）、
夏
（
一
一
丁
オ
～
一
三
丁
ウ
）、
秋
（
一
四
丁
オ

～
一
八
丁
オ
）、
冬
（
一
八
丁
ウ
～
二
二
丁
オ
）、
恋
（
二
二
丁
ウ
～
二
三
丁
ウ
）、
雑
（
二
四
丁
オ
～
三
〇
丁
オ
）。
以
上
か
ら
成
っ
て
い
る
。

Ｂ
　
内
容

春
夏
秋
冬
・
恋
・
雑
の
六
つ
の
部
立
か
ら
な
り
、
総
計
二
百
二
首
が
収
載
さ
れ
る
。
便
宜
的
に
各
歌
の
配
列
順
に
歌
番
号
を
付
し
、

各
部
の
歌
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

春
の
部

─
１
番
～
53
番
（
計
五
十
三
首
）

夏
の
部

─
54
番
～
76
番
（
計
二
十
三
首
）

秋
の
部

─
77
番
～
111
番
（
計
三
十
五
首
）

冬
の
部

─
112
番
～
146
番
（
計
三
十
五
首
）

恋
の
部

─
147
番
～
158
番
（
計
十
二
首
）

雑
の
部

─
159
番
～
202
番
（
計
四
十
四
首
）

三



370 桜 文 論 叢

独
自
の
長
文
歌
題
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
特
に
弘
自
身
の
歌
に
そ
う
し
た
傾
向
が
強
い
。
171
番
・
172
番
を
続
け
て
掲
出
す
る
。

中
川
殿
人
進
良
秋
は
。
弓
馬
の
故
実
に
い
と
い
み
じ
う
て
。
あ
ら
は
せ
る
書
ど
も
そ
こ
ば
く
な
る
を
。
詩
歌
書
画
を
も

余
の
業
に
は
し
け
り
。
江
戸
の
御
や
か
た
に
侍
り
け
る
ほ
ど
。
し
た
し
く
行
か
よ
ひ
け
る
を
。
ひ
と
日
飲
中
八
仙
歌
と

い
ふ
な
る
も
の
ゝ
句
ご
と
を
だ
い
に
て
う
た
よ
み
け
る
中
に
。
揮
毫
落
紙
如
雲
烟
と
い
へ
る
心
を 

（
弘
）
正
方

171
さ
を
し
か
の
そ
の
い
の
ち
毛
の
お
も
ひ
よ
り
け
ぶ
り
も
雲
も
よ
に
立
に
け
り
［
勝
間
］

服
忌
令
の
条
々
は
。
常
に
弁
へ
お
か
で
は
え
あ
ら
ぬ
も
の
ゝ
。
又
さ
す
が
に
ま
が
〳
〵
し
き
を
り
に
。
む
ね
と
え
う
ず

る
も
の
な
り
け
れ
ば
に
や
。
大
か
た
に
み
す
ぐ
す
も
な
ら
は
し
に
て
。
い
ま
だ
ね
ん
ご
ろ
に
さ
と
せ
る
書
ど
も
を
さ

〳
〵
世
に
み
え
ね
ば
。
い
と
わ
づ
ら
は
し
く
は
あ
れ
ど
。
あ
な
が
ち
に
お
も
ひ
お
こ
し
て
。
こ
れ
が
ち
う
さ
く
澪
標
と

い
ふ
書
か
き
け
る
時
に
よ
め
る 

（
弘
正
方
）

172
よ
を
海
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
も
み
を
つ
く
し
た
つ
る
こ
ゝ
ろ
は
た
ゞ
人
の
た
め
［
勝
間
］

こ
れ
ら
は
、
完
全
に
類
題
集
の
歌
題
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
弘
以
外
の
人
物
の
歌
に
も
こ
の
よ
う
な
長
文
歌
題
は
ま

ま
見
ら
れ
る
が
、『
勝
間
の
若
菜
』
中
で
は
弘
自
身
の
歌
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
172
番
歌
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
服ぶ

っ

忌き

令り
ょ
う

（
服
喪
期
間
を
定
め
た
幕
府
の
法
令
）
の
解
説
書
が
世
間
に
な
い
の
で
、
弘
が
思
い
立
っ
て
「
ち
う
さ
く
（
注
釈
・
註
釈
）」
の
『
澪

標
』（
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』
か
）
を
執
筆
し
た
と
い
う
、
弘
の
著
述
に
関
す
る
情
報
も
知
り
得
る
（『
澪
標
』『
註
釈
澪
標
』
は
未
詳
）。

三
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春
の
部
の
五
十
三
首
、
雑
の
部
の
四
十
四
首
と
い
う
の
が
他
に
比
べ
て
多
い
。
一
般
の
歌
集
に
お
い
て
も
四
季
の
部
立
で
は
、
歌

材
と
な
る
伝
統
的
な
景
物
の
多
い
春
と
秋
の
歌
が
多
い
の
が
通
例
で
あ
り
、
春
の
歌
の
多
さ
は
奇
異
と
は
言
え
ま
い
。
雑
の
部
に
関

し
て
は
、
少
し
く
見
て
お
く
。
左
記
の
よ
う
に
、
通
常
の
類
題
集
に
見
ら
れ
る
歌
題
も
見
ら
れ
る
〔〈
　
〉
内
の
算
用
数
字
は
歌
番

号
〕。

羇
中
川
〈
159
〉、
羇
中
野
〈
160
〉、
鞠
生
浦
〈
164
〉、
不
二
山
〈
165
〉、
筆
〈
168
〉、
山
家
水
〈
169
〉、
亀
〈
170
〉、
源
頼
朝
〈
179
〉、

鞆
絵
〈
180
〉、
梶
原
景
季
〈
181
〉、
北
条
泰
時
〈
182
〉、
正
成
主
〈
183
〉、
義
貞
朝
臣
〈
184
〉、
赤
松
圓
心
〈
185
〉、
和
田
高
家

〈
186
〉、
陶
全
薑
〈
187
〉、
武
田
信
玄
〈
188
〉

補
足
説
明
す
る
な
ら
ば
、
164
番
「
鞠ま

り
ふ
の生

浦う
ら

」
は
、
周
防
国
三
田
尻
の
地
に
あ
っ
た
浦
で
あ
る
（
岩
国
の
麻
里
布
の
浦
と
は
別
）。
現

在
の
防
府
市
桑
山
の
南
あ
た
り
で
そ
の
南
方
に
は
向
島
（
四
章
で
触
れ
る
が
弘
の
在
所
）
が
あ
る
。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
で
は
、

「
鞠
生
浦
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
三
田
尻
自
力
開
作
に
始
ま
る
干
拓
で
す
っ
か
り
な
く
な
る
が
、
松
原
は
あ
と
ま
で
残
っ
た
ら

し
く
…
…
（
６
）」

と
説
明
す
る
。
実
際
164
番
歌
（
杉
山
澄
渕
詠
）
は
「
洲
に
お
ひ
て
い
く
よ
へ
ぬ
ら
む
ま
り
ふ
て
ふ
う
ら
の
そ
の
名
も
た

か
き
松
ば
ら
［
勝
間
（
７
）］」

で
、
鞠
生
の
松
原
を
詠
ん
で
お
り
、
三
田
尻
地
域
に
限
定
し
た
歌
題
で
あ
る
。
187
番
「
陶す

え

全ぜ
ん

薑き
ょ
う

」
は
、
陶

晴は
る

賢か
た

の
こ
と
。
大
内
義
隆
の
寵
臣
で
あ
っ
た
が
、
主
君
に
反
旗
を
翻
し
て
自
刃
さ
せ
、
の
ち
に
毛
利
元
就
に
討
た
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
通
常
の
類
題
集
に
見
ら
れ
る
歌
題
の
中
に
長
州
藩
や
周
防
国
三
田
尻
に
関
係
す
る
歌
題
が
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
雑
部
に
お
け
る
題
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
通
常
の
類
題
集
の
歌
題
（
と
長
州
藩
関
連
の
短
い
歌
題
）
よ
り
も
、
む
し
ろ

三
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独
自
の
長
文
歌
題
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
特
に
弘
自
身
の
歌
に
そ
う
し
た
傾
向
が
強
い
。
171
番
・
172
番
を
続
け
て
掲
出
す
る
。

中
川
殿
人
進
良
秋
は
。
弓
馬
の
故
実
に
い
と
い
み
じ
う
て
。
あ
ら
は
せ
る
書
ど
も
そ
こ
ば
く
な
る
を
。
詩
歌
書
画
を
も

余
の
業
に
は
し
け
り
。
江
戸
の
御
や
か
た
に
侍
り
け
る
ほ
ど
。
し
た
し
く
行
か
よ
ひ
け
る
を
。
ひ
と
日
飲
中
八
仙
歌
と

い
ふ
な
る
も
の
ゝ
句
ご
と
を
だ
い
に
て
う
た
よ
み
け
る
中
に
。
揮
毫
落
紙
如
雲
烟
と
い
へ
る
心
を 

（
弘
）
正
方

171
さ
を
し
か
の
そ
の
い
の
ち
毛
の
お
も
ひ
よ
り
け
ぶ
り
も
雲
も
よ
に
立
に
け
り
［
勝
間
］

服
忌
令
の
条
々
は
。
常
に
弁
へ
お
か
で
は
え
あ
ら
ぬ
も
の
ゝ
。
又
さ
す
が
に
ま
が
〳
〵
し
き
を
り
に
。
む
ね
と
え
う
ず

る
も
の
な
り
け
れ
ば
に
や
。
大
か
た
に
み
す
ぐ
す
も
な
ら
は
し
に
て
。
い
ま
だ
ね
ん
ご
ろ
に
さ
と
せ
る
書
ど
も
を
さ

〳
〵
世
に
み
え
ね
ば
。
い
と
わ
づ
ら
は
し
く
は
あ
れ
ど
。
あ
な
が
ち
に
お
も
ひ
お
こ
し
て
。
こ
れ
が
ち
う
さ
く
澪
標
と

い
ふ
書
か
き
け
る
時
に
よ
め
る 

（
弘
正
方
）

172
よ
を
海
の
あ
ま
の
し
わ
ざ
も
み
を
つ
く
し
た
つ
る
こ
ゝ
ろ
は
た
ゞ
人
の
た
め
［
勝
間
］

こ
れ
ら
は
、
完
全
に
類
題
集
の
歌
題
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
弘
以
外
の
人
物
の
歌
に
も
こ
の
よ
う
な
長
文
歌
題
は
ま

ま
見
ら
れ
る
が
、『
勝
間
の
若
菜
』
中
で
は
弘
自
身
の
歌
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
172
番
歌
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
服ぶ

っ

忌き

令り
ょ
う

（
服
喪
期
間
を
定
め
た
幕
府
の
法
令
）
の
解
説
書
が
世
間
に
な
い
の
で
、
弘
が
思
い
立
っ
て
「
ち
う
さ
く
（
注
釈
・
註
釈
）」
の
『
澪

標
』（
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』
か
）
を
執
筆
し
た
と
い
う
、
弘
の
著
述
に
関
す
る
情
報
も
知
り
得
る
（『
澪
標
』『
註
釈
澪
標
』
は
未
詳
）。
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勝
間
の
里
が
現
在
の
ど
の
あ
た
り
を
指
す
の
か
は
確
定
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。『
山
口
県
百
科
事
典
』
に
は
、「
勝
間
浦
」
で
立

項
し
「
防
府
市
の
三
田
尻
港
一
帯
の
古
称
。
現
在
も
防
府
市
に
あ
る
周
防
国
国
府
跡
の
南
方
に
勝
間
と
い
う
小
字
名
が
残
存
す
る

…
…
（
８
）」

と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
で
理
解
し
て
お
く
（
９
）。

こ
の
地
名
が
書
名
『
勝
間
の
若
菜
』
の
由
来
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本

居
宣
長
の
『
玉
勝
間
』
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
古
語
「
か
つ
ま
（
勝
間
）」
に
は
、「
目
を
細
か
く
編
ん
だ
竹
か
ご
」
の

意
が
あ
る
。
そ
の
意
も
重
ね
あ
わ
さ
れ
た
書
名
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
傍
線
部
①
で
は
更
に
、
勝
間
の
里
を
離
れ
た
者
で
も
当
地
に
来
訪
し
て
滞
在
中
に
詠
出
し
た
作
は
収
載
し
た
こ
と
、
当
代

歌
人
で
あ
れ
ば
故
人
の
場
合
で
も
秀
歌
は
採
択
し
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
た
だ
し
、
続
く
傍
線
部
②
で
、
わ
ざ
わ
ざ
歌
を
広
く
求
め

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
近
世
後
期
の
類
題
集
編
輯
ブ
ー
ム
の
中
で
、
歌
を
集
め
る
の
に
大
変
な
苦
労
が
な
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
（
10
）、

編
者
の
弘
は
博
捜
し
て
ま
で
収
載
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
年
ご
と
に
続
巻
を
計
画
し
、
遺
漏
の
歌
人
・
詠
歌
は
そ
れ
に

収
載
す
る
（
傍
線
部
③
）
と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
続
巻
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
ず
、
ま
た
諸
書
を
閲
し
て
も
編
集
・
刊
行

の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
一
章
で
先
行
論
を
見
た
時
、
山
崎
は
「「
勝
間
の
若
菜
と
い
ふ
歌
集
」
は
、「
水
門
集
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
」

と
述
べ
て
擱
筆
し
て
い
た
が
、『
水
門
集
』
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
弘
が
上
方
歌
人
の
萩
原
広
道
に
歌
を
依
頼
し
て
い
る

点
か
ら
し
て
、『
水
門
集
』
は
周
防
国
三
田
尻
と
言
っ
た
狭
い
地
域
に
限
定
し
た
類
題
集
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。『
勝
間
の

若
菜
』
の
序
と
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
弘
は
生
涯
に
類
題
集
を
最
低
二
回
編
集
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
、
郷
里
（
勝

間
）
に
限
定
し
た
歌
人
詠
を
類
題
し
た
の
が
『
勝
間
の
若
菜
』
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
歌
を
募
っ
た
の
が
『
水
門
集
』
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
続
巻
編
集
に
つ
い
て
は
、
編
者
弘
自
詠
の
巻
軸
歌
に
も
そ
の
意
向
が
詠
ま
れ
て
い
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
は
跋
文
・
奥
書

二
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三
　
弘
正
方
自
序
と
収
録
歌
人

続
い
て
、
弘
の
自
序
の
考
察
を
行
う
と
と
も
に
、
歌
人
に
つ
い
て
の
概
要
を
俯
瞰
す
る
。

Ａ
　『
勝
間
の
若
菜
』
の
弘
正
方
自
序

ま
ず
、
序
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

①
こ
の
集
は
し
も
。
た
ゞ
こ
の
勝
間
の
里
遠
か
ら
ず
住
る
人
々
の
こ
と
の
葉
ど
も
な
る
を
。
さ
り
と
て
ま
た
ひ
と
か
た
に
う
る

は
し
く
し
も
あ
ら
で
。
か
り
そ
め
に
と
ほ
き
境
に
ゆ
き
て
。
年
月
を
わ
た
り
。
国
は
く
れ
竹
の
一
夜
二
夜
の
た
び
ね
な
り
と
も
。

こ
の
里
に
し
て
よ
み
出
た
る
な
ど
は
か
た
み
に
も
ら
す
こ
と
な
し
。
又
は
必
し
も
い
ま
の
現
の
人
な
ら
ね
ど
。
こ
と
葉
の
花
の

千
世
か
け
て
に
ほ
ひ
え
な
ら
ぬ
は
。
お
な
じ
く
み
な
つ
み
い
れ
て
。
ひ
と
つ
か
つ
ま
の
わ
か
菜
と
せ
り
。
さ
れ
ど
②
ふ
り
は
へ

て
ひ
ろ
く
も
と
め
。
ふ
か
く
え
ら
び
た
る
に
も
あ
ら
ず
。
た
ゞ
春
の
光
の
や
う
〳
〵
う
ら
ゝ
か
な
る
に
も
よ
ほ
さ
れ
て
。
わ
か

な
つ
む
野
辺
の
。
そ
こ
や
か
し
こ
や
に
ゆ
き
あ
へ
る
人
々
の
語
ら
ひ
草
を
の
み
つ
み
た
め
た
れ
ば
。
も
れ
た
る
人
も
と
よ
り
お

ほ
か
れ
ど
。
い
さ
ゝ
か
お
も
ふ
よ
し
あ
り
て
。
③
年
々
に
撰
び
つ
ぎ
て
ん
と
す
れ
ば
。
聞
に
し
た
が
ひ
て
。
次
々
の
巻
に
な
む
。

弘
化
三
年
正
月 

弘
正
方

傍
線
部
①
で
は
収
載
歌
人
に
言
及
す
る
。
歌
人
の
地
理
的
範
囲
は
、
基
本
的
に
は
勝
間
の
里
と
そ
の
近
隣
に
住
む
人
々
の
歌
を
収

載
し
た
と
す
る
。

三
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勝
間
の
里
が
現
在
の
ど
の
あ
た
り
を
指
す
の
か
は
確
定
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。『
山
口
県
百
科
事
典
』
に
は
、「
勝
間
浦
」
で
立

項
し
「
防
府
市
の
三
田
尻
港
一
帯
の
古
称
。
現
在
も
防
府
市
に
あ
る
周
防
国
国
府
跡
の
南
方
に
勝
間
と
い
う
小
字
名
が
残
存
す
る

…
…
（
８
）」

と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
で
理
解
し
て
お
く
（
９
）。

こ
の
地
名
が
書
名
『
勝
間
の
若
菜
』
の
由
来
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本

居
宣
長
の
『
玉
勝
間
』
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
古
語
「
か
つ
ま
（
勝
間
）」
に
は
、「
目
を
細
か
く
編
ん
だ
竹
か
ご
」
の

意
が
あ
る
。
そ
の
意
も
重
ね
あ
わ
さ
れ
た
書
名
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
傍
線
部
①
で
は
更
に
、
勝
間
の
里
を
離
れ
た
者
で
も
当
地
に
来
訪
し
て
滞
在
中
に
詠
出
し
た
作
は
収
載
し
た
こ
と
、
当
代

歌
人
で
あ
れ
ば
故
人
の
場
合
で
も
秀
歌
は
採
択
し
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
た
だ
し
、
続
く
傍
線
部
②
で
、
わ
ざ
わ
ざ
歌
を
広
く
求
め

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
近
世
後
期
の
類
題
集
編
輯
ブ
ー
ム
の
中
で
、
歌
を
集
め
る
の
に
大
変
な
苦
労
が
な
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
（
10
）、

編
者
の
弘
は
博
捜
し
て
ま
で
収
載
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
年
ご
と
に
続
巻
を
計
画
し
、
遺
漏
の
歌
人
・
詠
歌
は
そ
れ
に

収
載
す
る
（
傍
線
部
③
）
と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
続
巻
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
ず
、
ま
た
諸
書
を
閲
し
て
も
編
集
・
刊
行

の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
一
章
で
先
行
論
を
見
た
時
、
山
崎
は
「「
勝
間
の
若
菜
と
い
ふ
歌
集
」
は
、「
水
門
集
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
」

と
述
べ
て
擱
筆
し
て
い
た
が
、『
水
門
集
』
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
弘
が
上
方
歌
人
の
萩
原
広
道
に
歌
を
依
頼
し
て
い
る

点
か
ら
し
て
、『
水
門
集
』
は
周
防
国
三
田
尻
と
言
っ
た
狭
い
地
域
に
限
定
し
た
類
題
集
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。『
勝
間
の

若
菜
』
の
序
と
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
弘
は
生
涯
に
類
題
集
を
最
低
二
回
編
集
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
、
郷
里
（
勝

間
）
に
限
定
し
た
歌
人
詠
を
類
題
し
た
の
が
『
勝
間
の
若
菜
』
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
歌
を
募
っ
た
の
が
『
水
門
集
』
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
続
巻
編
集
に
つ
い
て
は
、
編
者
弘
自
詠
の
巻
軸
歌
に
も
そ
の
意
向
が
詠
ま
れ
て
い
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
は
跋
文
・
奥
書

二
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十
三
首
入
集
の
井
上
直
道
が
玉
石
集
歌
人
で
な
い
点
が
逆
に
際
立
つ
が
、
多
く
採
歌
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
194
番

の
詞
書
に
「
井
上
直
道
。
本
生
の
母
の
た
め
に
。
□
〔
虫
損
〕の

や
う
を
も
よ
ほ
し
け
る
時
に
」
と
し
て
、「
井
上
直
道
本
生
母
」
の
詠
が
一

首
採
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
個
人
的
な
歌
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
れ
を
弘
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
井
上
家
と
弘
は
昵
懇
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
が
井
上
直
道
の
歌
を
多
く
入
集
さ
せ
た
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
以
上
の

こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

【表】　『勝間の若菜』入集歌人と入集歌数
 注：◎は『類題玉石集』入集歌人

氏名 歌数 ◎ 鈴木直道 5

◎ 弘正方 24 安春駒雄 5

◎ 今津維亮 18 上田豊足 4

◎ 鈴木高鞆 15 杉山澄渕 4

◎ 五十君夷守 14 河村勝敬 3

井上直道 13 宗内知道 3

◎ 尾古重伴 11 伊藤忠善 2

◎ 荒瀬真纚 7 ◎ 権代貞武 2

◎ 荒瀬安船 7 ◎ 僧凌空 2

◎ 岩田直言 7 吉武信知 2

◎ 村田景周 7 石川西山 1

◎ 吉武春峯 7 井上直道本生母 1

◎ 柏木和枝 6 権代直道 1

小泉時子 6 僧仁諦母 1

粟屋正直 5 僧公壽母 1

◎ 小倉種信 5 高井任風 1

木村延年 5 弘東太郎母 1

◎ 熊野之光 5 詠み人知らず 1

三
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を
持
た
な
い
の
で
、
次
の
202
番
歌
で
歌
集
は
終
了
で
あ
る
。

こ
の
集
は
。
と
し
ご
と
に
一
巻
づ
ゝ
え
ら
び
つ
ぎ
て
ん
と
す
れ
ば 

（
弘
正
方
）

202
さ
と
の
名
の
か
つ
ま
の
わ
か
な
は

毎
春
る
ご
と
に
よ
を
も
君
を
も
つ
み
て
い
は
ゝ
む
［
勝
間
］

序
文
で
述
べ
た
内
容
を
歌
に
し
た
と
も
言
い
う
る
も
の
で
、
本
書
の
題
名
の
「
勝
間
」
が
地
名
由
来
で
あ
る
旨
と
、
春
ご
と
に
若

菜
（
歌
）
を
摘
ん
で
（
採
録
・
編
集
し
て
）
一
巻
ず
つ
繋
げ
て
い
き
た
い
旨
と
を
詠
じ
て
い
る
。
序
文
の
日
付
は
「
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
正
月

・

・

」
で
あ
り
、
序
文
の
正
月
と
巻
軸
の
新
春
詠
と
が
き
れ
い
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
序
の
日
付
に
近
い
こ
ろ
に

『
勝
間
の
若
菜
』
が
成
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

Ｂ
　
収
録
歌
人

次
掲
の
【
表
】
は
、『
勝
間
の
若
菜
』
の
全
歌
人
を
入
集
歌
数
の
多
い
順
に
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
頭
欄
の
◎
印
は
『
類
題
玉

石
集
』
入
集
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

二
百
二
首
に
つ
い
て
、
三
十
四
名
の
歌
人
の
名
が
知
ら
れ
る
（「
詠
み
人
知
ら
ず
」
を
除
く
）。『
勝
間
の
若
菜
』
の
序
の
日
付
か
ら

五
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
類
題
玉
石
集
』〔
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
刊
記
〕
の
「
総
歌
数
三
千
二
百
八
十
一
首
、
作
者
七
百

三
十
七
人
（
11
）」

に
比
べ
る
と
極
々
小
規
模
だ
が
、『
勝
間
の
若
菜
』
の
採
歌
数
上
位
者
は
そ
の
ま
ま
玉
石
集
歌
人
と
な
っ
て
お
り
、
弘

が
当
時
の
郷
里
で
著
名
な
歌
人
の
歌
を
積
極
的
に
、
か
つ
妥
当
な
採
歌
数
で
入
集
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
若
干
の
補
足
を
し
て
お
く
。

三
三
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十
三
首
入
集
の
井
上
直
道
が
玉
石
集
歌
人
で
な
い
点
が
逆
に
際
立
つ
が
、
多
く
採
歌
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
194
番

の
詞
書
に
「
井
上
直
道
。
本
生
の
母
の
た
め
に
。
□
〔
虫
損
〕の

や
う
を
も
よ
ほ
し
け
る
時
に
」
と
し
て
、「
井
上
直
道
本
生
母
」
の
詠
が
一

首
採
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
個
人
的
な
歌
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
れ
を
弘
が
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
井
上
家
と
弘
は
昵
懇
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
が
井
上
直
道
の
歌
を
多
く
入
集
さ
せ
た
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
以
上
の

こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

【表】　『勝間の若菜』入集歌人と入集歌数
 注：◎は『類題玉石集』入集歌人

氏名 歌数 ◎ 鈴木直道 5

◎ 弘正方 24 安春駒雄 5

◎ 今津維亮 18 上田豊足 4

◎ 鈴木高鞆 15 杉山澄渕 4

◎ 五十君夷守 14 河村勝敬 3

井上直道 13 宗内知道 3

◎ 尾古重伴 11 伊藤忠善 2

◎ 荒瀬真纚 7 ◎ 権代貞武 2

◎ 荒瀬安船 7 ◎ 僧凌空 2

◎ 岩田直言 7 吉武信知 2

◎ 村田景周 7 石川西山 1

◎ 吉武春峯 7 井上直道本生母 1

◎ 柏木和枝 6 権代直道 1

小泉時子 6 僧仁諦母 1

粟屋正直 5 僧公壽母 1

◎ 小倉種信 5 高井任風 1

木村延年 5 弘東太郎母 1

◎ 熊野之光 5 詠み人知らず 1

三
三
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川
集
』
な
ど
の
類
題
集
に
採
ら
れ
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
序
を
持
つ
『
当
世
百
歌
仙
』
で
は
、
長
州
藩
歌
人
の
六
人
の
一

人
に
選
ば
れ
て
採
歌
さ
れ
て
い
る
（
他
は
静
間
三
積
・
佐
伯
敬
信
・
上
林
諸
史
・
近
藤
芳
樹
・
鈴
木
高
鞆
）。『
当
世
百
歌
仙
』
の
史
的
位
置

づ
け
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
三
ツ
松
誠
は
「
百
人
一
首
の
形
式
を
借
り
た
本
書
は
、
同
時
代
の
類
題
和
歌
集
よ
り
も
限
ら
れ
た
数
の

高
名
な
歌
人
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
全
国
的
な
歌
人
の
層
の
厚
さ
の
拡
大
を
背
景
に
、
地
方
歌
人
と
中
央
の
歌
人
・

版
元
が
結
び
付
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
、
歌
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上
の
新
戦
略
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
（
12
）」

と
述
べ
る
。
弘

の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
諸
作
品
を
考
え
る
上
で
も
、
弘
の
閲
歴
を
解
明
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
先
学
に
よ
る
研

究
を
確
認
し
た
上
で
、
弘
の
他
の
著
作
を
参
酌
す
る
こ
と
で
、
そ
の
閲
歴
に
新
た
な
知
見
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
先
行
す
る
辞
書
類
ほ
か
の
記
述
を
確
認
す
る
。

Ａ
　 

弘
正
方
、
通
称
平
五
郎
、
宗
藩
士
な
り
。
周
防
国
三
田
尻
に
住
す
。
国
史
を
研
究
し
、
歌
文
を
能
く
す
。
晩
年
京
都
の
邸
吏
と

な
る
。
万
延
元
年
七
月
役
中
に
死
す
。
享
年
五
十
一
。
著
に
水
門
集
、
江
氏
水
源
あ
り
。
別
に
松
崎
天
神
鎮
坐
考
あ
れ
ど
書
中

孟
浪
の
言
多
く
世
に
益
す
る
所
尠
し
と
す
。 

近
藤
清
石
『
防
長
人
物
誌
』
昭
和
８
年
（
13
）

Ｂ
　 

ヒ
ロ
マ
サ
カ
タ
　
弘
正
方
　
通
称
平
五
郎
、
萩
藩
士
に
て
三
田
尻
に
居
る
、
国
史
を
研
め
歌
文
を
能
く
す
、
江
戸
に
祗
役
し
て

久
し
く
葛
飾
邸
に
勤
む
、
晩
年
京
都
の
邸
吏
と
な
り
万
延
元
年
七
月
そ
の
役
中
に
没
す
、
年
五
十
一
。
著
書
に
松
崎
天
神
鎮
座

考
（
刊
本
）
の
外
水
門
集
、
江
氏
水
源
及
び
歌
集
板
屋
集
そ
の
他
あ
り
。

 

吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』
昭
和
32
年
（
14
）

三
八

� 365弘正方編『勝間の若菜』について（小野）

ま
た
、
弘
の
家
族
に
関
し
て
は
次
が
参
考
に
な
る
。

弘
正
方
が
を
さ
な
子
を
ま
う
け
ゝ
る
時 

（
粟
屋
）
正
直

195
八
百
萬
神
の
め
ぐ
み
の
姫
小
松
ち
よ
の
こ
ま
つ
も
お
ひ
そ
ひ
に
け
り
［
勝
間
］

ま
だ
か
ゆ
を
だ
に
は
か
〴
〵
し
う
は
物
せ
ざ
れ
ど
。
さ
る
べ
き
宴
の
も
の
な
れ
ば
と
て
。
は
じ
め
て
鶴
の
あ
つ
も
の
を

を
さ
な
子
に
す
ゝ
む
と
て 

（
弘
）
正
方

196
ち
と
せ
を
ば
も
と
よ
り
な
ら
へ
な
く
鶴
に
ま
さ
れ
る
お
や
の
心
を
も
し知
れ
［
勝
間
］

195
番
歌
は
弘
に
女
児
（
姫
小
松
）
が
誕
生
し
た
の
を
祝
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
小
松
も
生
ひ
添
ひ
」
と
あ
る
の
で
、
他
に
も
子
供

の
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
一
首
入
集
歌
人
に
「
弘
東
太
郎
母
」
な
る
人
物
が
い
る
こ
と
で
あ
る
（
歌

題
は
「
郭
公
を
」
で
、
家
族
を
詠
ん
だ
歌
で
は
な
い
）。
弘
正
方
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
勝
間
と
い
う
非
常
に
狭
い
範
囲
で
の
歌

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
弘
の
妻
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
以
上
の
穿
鑿
は
で
き
な
い
が
、
弘
に

妻
子
が
い
た
こ
と
を
195
・
196
番
歌
は
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
留
め
て
お
く
。

四
　
編
者
の
弘
正
方
に
つ
い
て

─
そ
の
略
歴
と
著
作

『
勝
間
の
若
菜
』
の
編
者
弘
正
方
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
は
な
い
。
弘
自
身
の
家
集
や
そ
の
編
で
あ
る
類
題
集
が
上
板
さ

れ
て
広
く
読
者
を
得
て
い
れ
ば
、
文
学
史
上
の
扱
い
も
異
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
弘
の
歌
は
全
国
規
模
の
『
類
題
和
歌
鴨

三
三
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川
集
』
な
ど
の
類
題
集
に
採
ら
れ
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
序
を
持
つ
『
当
世
百
歌
仙
』
で
は
、
長
州
藩
歌
人
の
六
人
の
一

人
に
選
ば
れ
て
採
歌
さ
れ
て
い
る
（
他
は
静
間
三
積
・
佐
伯
敬
信
・
上
林
諸
史
・
近
藤
芳
樹
・
鈴
木
高
鞆
）。『
当
世
百
歌
仙
』
の
史
的
位
置

づ
け
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
三
ツ
松
誠
は
「
百
人
一
首
の
形
式
を
借
り
た
本
書
は
、
同
時
代
の
類
題
和
歌
集
よ
り
も
限
ら
れ
た
数
の

高
名
な
歌
人
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
全
国
的
な
歌
人
の
層
の
厚
さ
の
拡
大
を
背
景
に
、
地
方
歌
人
と
中
央
の
歌
人
・

版
元
が
結
び
付
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
、
歌
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上
の
新
戦
略
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
（
12
）」

と
述
べ
る
。
弘

の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
諸
作
品
を
考
え
る
上
で
も
、
弘
の
閲
歴
を
解
明
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
先
学
に
よ
る
研

究
を
確
認
し
た
上
で
、
弘
の
他
の
著
作
を
参
酌
す
る
こ
と
で
、
そ
の
閲
歴
に
新
た
な
知
見
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
先
行
す
る
辞
書
類
ほ
か
の
記
述
を
確
認
す
る
。

Ａ
　 

弘
正
方
、
通
称
平
五
郎
、
宗
藩
士
な
り
。
周
防
国
三
田
尻
に
住
す
。
国
史
を
研
究
し
、
歌
文
を
能
く
す
。
晩
年
京
都
の
邸
吏
と

な
る
。
万
延
元
年
七
月
役
中
に
死
す
。
享
年
五
十
一
。
著
に
水
門
集
、
江
氏
水
源
あ
り
。
別
に
松
崎
天
神
鎮
坐
考
あ
れ
ど
書
中

孟
浪
の
言
多
く
世
に
益
す
る
所
尠
し
と
す
。 

近
藤
清
石
『
防
長
人
物
誌
』
昭
和
８
年
（
13
）

Ｂ
　 

ヒ
ロ
マ
サ
カ
タ
　
弘
正
方
　
通
称
平
五
郎
、
萩
藩
士
に
て
三
田
尻
に
居
る
、
国
史
を
研
め
歌
文
を
能
く
す
、
江
戸
に
祗
役
し
て

久
し
く
葛
飾
邸
に
勤
む
、
晩
年
京
都
の
邸
吏
と
な
り
万
延
元
年
七
月
そ
の
役
中
に
没
す
、
年
五
十
一
。
著
書
に
松
崎
天
神
鎮
座

考
（
刊
本
）
の
外
水
門
集
、
江
氏
水
源
及
び
歌
集
板
屋
集
そ
の
他
あ
り
。

 
吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』
昭
和
32
年
（
14
）

三
八
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か
わ
れ
た
…
…
」〔
一
六
一
頁
〕
と
い
う
。
長
州
藩
の
「
大
組
」
は
、
馬
廻
組
・
八
組
と
も
呼
ば
れ
た
藩
士
中
核
の
階
層
で
、
軍
陣

で
は
主
将
の
馬
廻
に
従
う
階
級
で
あ
る
。
同
書
で
は
、「
寛
永
二
年
の
制
で
は
八
組
と
な
し
、
輪
番
に
し
て
、
六
組
は
藩
地
に
と
ど

め
て
萩
城
の
勤
番
そ
の
他
に
つ
け
、
二
組
は
藩
主
の
参
勤
に
随
従
警
固
し
て
江
戸
に
駐
在
さ
せ
た
こ
と
に
起
る
…
…
」〔
一
三
三
頁
〕

と
説
明
す
る
。
弘
は
、
知
行
地
を
持
た
な
い
で
三
田
尻
の
向
島
在
住
の
藩
士
だ
っ
た
が
、
輪
番
で
参
勤
を
務
め
る
家
柄
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
後
ほ
ど
ま
た
触
れ
た
い
。

以
上
が
、
現
段
階
で
弘
の
閲
歴
に
関
し
て
判
明
し
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
更
に
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
章
で
は
ま
ず
、
弘
自

身
の
著
作
物
に
注
目
す
る
。

Ｃ
の
〔
著
作
〕
に
挙
げ
ら
れ
た
七
作
品
（
末
尾
の
水
門
集
に
付
さ
れ
た
▽
印
は
詳
細
不
明
の
意
）
の
う
ち
、
稿
者
は
傍
線
を
付
し
た
四

作
品
の
所
在
を
確
認
し
、
披
見
し
得
た
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
四
作
品
の
序
文
や
本
文
の
中
か
ら
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
手
掛
か

り
と
な
る
記
述
に
検
討
を
加
え
た
い
。
併
せ
て
、
そ
れ
ら
の
概
要
に
も
触
れ
て
お
く
。
最
も
古
い
年
月
日
を
記
す
『
板
屋
集
』
か
ら

順
次
考
察
す
る
。

な
お
、
Ｃ
の
七
作
品
の
う
ち
、『
短
歌
古
風
考
』『
雪
之
記
』
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。『
水
門
集
』
も
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
同
時

代
人
の
書
簡
類
か
ら
類
題
集
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
も
の
の
、
上
梓
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
二
章
で
考
察
し
た

よ
う
に
、
弘
は
『
澪
標
』
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』
と
い
う
『
服
忌
令
』
の
解
説
書
を
執
筆
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
に
現
存
し

な
い
弘
の
作
品
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑴
　『
板
屋
集
』

本
書
は
弘
の
家
集
で
、
後
掲
の
自
序
の
内
容
か
ら
考
え
て
自
撰
と
思
わ
れ
る
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：

三
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Ｃ
　 

弘
正
方
　
ひ
ろ
ま
さ
か
た
　
藩
士
・
歌
人
　〔
生
没
〕
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
生
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
没
。

五
十
一
歳
。〔
名
号
〕
名
、
正
方
。
通
称
、
平
五
郎
。〔
経
歴
〕
長
門
萩
藩
士
。
周
防
三
田
尻
に
住
す
。
藩
の
江
戸
邸
・
京
都
邸

に
も
祗
役
、
京
都
で
没
し
た
。
歴
史
を
好
み
、
和
歌
を
能
く
し
た
。〔
著
作
〕
板
屋
集
、
江
氏
水
原
〈
嘉
永
四
〉、
短
歌
古
風
考
、

松
崎
天
神
鎮
座
考
〈
嘉
永
二
刊
〉、
雪
之
記
、
楽
水
鈔
〈
嘉
永
三
〉
▽
水
門
集

 

『
国
書
人
名
辞
典
』
平
成
10
年
（
15
）

Ｄ
　 

弘
正
方
は
、
万
延
元
年
没
、
五
一
歳
。
萩
藩
士
。
周
防
三
田
尻
の
人
。
著
書
に
は
本
書
〔
小
野
注
：『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮

座
考
』〕
の
他
に
『
江
氏
水
原
』『
短
歌
古
風
考
』『
楽
水
集

〔
マ
マ
〕』

な
ど
が
あ
る
。

 

田
坂
順
子
「『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
翻
刻
と
解
題
（
一
／
二
）」
平
成
11
年
（
16
）

右
掲
の
四
つ
の
う
ち
Ｃ
は
、
そ
れ
ま
で
の
辞
書
類
と
『
国
書
総
目
録
』
の
記
述
を
纏
め
た
も
の
で
、
同
書
刊
行
時
の
「
弘
正
方
」

に
関
す
る
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
生
没
年
と
長
州
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
、
江
戸
・
京
都
で
も
務
め
た
こ
と
、
歴
史
・
和
歌
を
能

く
し
た
こ
と
を
述
べ
、
著
作
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
『
勝
間
の
若
菜
』
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。

右
以
外
に
参
考
と
な
る
資
料
と
し
て
は
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
（
17
）』

が
あ
る
。
こ
の
「
在
郷
諸
士
一
覧
」
に
「
弘
平
五
郎
　
無

給
通
　
三
田
尻
　
向
島
」〔
二
八
八
頁
〕
と
あ
り
、
弘
が
三
田
尻
宰
判
内
の
向
島
に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
、
藩
士
と
は
い
え

「
無む

給き
ゅ
う

通ど
お
り

」
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
よ
る
と
無
給
通
と
は
、「
下
地
知
行
を
知
行
の
一
般
給
与
形
態
と
す
る
場
合
、
い
ま

だ
下
地
を
給
与
せ
ず
に
、
扶
持
米
銀
な
ど
で
勘
忍
さ
せ
る
よ
う
な
状
態
。
即
ち
無
給
地
の
意
。
無
給
人
は
下
地
知
行
を
持
た
ぬ
士
。

無
足
・
無
足
人
に
同
じ
。
長
州
藩
で
は
無
給
人
を
も
っ
て
無
給
通
と
い
う
一
階
級
を
立
て
、
格
式
は
大
組
の
士
に
準
じ
て
と
り
あ
つ

三
三
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か
わ
れ
た
…
…
」〔
一
六
一
頁
〕
と
い
う
。
長
州
藩
の
「
大
組
」
は
、
馬
廻
組
・
八
組
と
も
呼
ば
れ
た
藩
士
中
核
の
階
層
で
、
軍
陣

で
は
主
将
の
馬
廻
に
従
う
階
級
で
あ
る
。
同
書
で
は
、「
寛
永
二
年
の
制
で
は
八
組
と
な
し
、
輪
番
に
し
て
、
六
組
は
藩
地
に
と
ど

め
て
萩
城
の
勤
番
そ
の
他
に
つ
け
、
二
組
は
藩
主
の
参
勤
に
随
従
警
固
し
て
江
戸
に
駐
在
さ
せ
た
こ
と
に
起
る
…
…
」〔
一
三
三
頁
〕

と
説
明
す
る
。
弘
は
、
知
行
地
を
持
た
な
い
で
三
田
尻
の
向
島
在
住
の
藩
士
だ
っ
た
が
、
輪
番
で
参
勤
を
務
め
る
家
柄
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
後
ほ
ど
ま
た
触
れ
た
い
。

以
上
が
、
現
段
階
で
弘
の
閲
歴
に
関
し
て
判
明
し
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
更
に
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
章
で
は
ま
ず
、
弘
自

身
の
著
作
物
に
注
目
す
る
。

Ｃ
の
〔
著
作
〕
に
挙
げ
ら
れ
た
七
作
品
（
末
尾
の
水
門
集
に
付
さ
れ
た
▽
印
は
詳
細
不
明
の
意
）
の
う
ち
、
稿
者
は
傍
線
を
付
し
た
四

作
品
の
所
在
を
確
認
し
、
披
見
し
得
た
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
四
作
品
の
序
文
や
本
文
の
中
か
ら
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
手
掛
か

り
と
な
る
記
述
に
検
討
を
加
え
た
い
。
併
せ
て
、
そ
れ
ら
の
概
要
に
も
触
れ
て
お
く
。
最
も
古
い
年
月
日
を
記
す
『
板
屋
集
』
か
ら

順
次
考
察
す
る
。

な
お
、
Ｃ
の
七
作
品
の
う
ち
、『
短
歌
古
風
考
』『
雪
之
記
』
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。『
水
門
集
』
も
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
同
時

代
人
の
書
簡
類
か
ら
類
題
集
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
も
の
の
、
上
梓
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
二
章
で
考
察
し
た

よ
う
に
、
弘
は
『
澪
標
』
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』
と
い
う
『
服
忌
令
』
の
解
説
書
を
執
筆
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
に
現
存
し

な
い
弘
の
作
品
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑴
　『
板
屋
集
』

本
書
は
弘
の
家
集
で
、
後
掲
の
自
序
の
内
容
か
ら
考
え
て
自
撰
と
思
わ
れ
る
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：

三
三
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て
③
で
は
、『
板
屋
集
』
命
名
の
由
来
を
記
す
。「
時
雨
の
板
や
に
在
り
て
」
と
い
う
の
が
、
周
防
三
田
尻
の
弘
の
家
、
江
戸
で
の
住

ま
い
、
京
都
で
の
住
ま
い
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
は
こ
こ
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
後
ほ
ど
『
板
屋
集
』
274
番
歌
で
検

討
す
る
が
、
恐
ら
く
は
周
防
国
三
田
尻
向
山
の
弘
の
自
宅
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
④
の
年
月
日
は
重
要
で
あ
る
。『
板
屋
集
』
の
序

が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
二
十
八
日
に
成
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

さ
て
、
家
集
三
百
八
十
首
の
中
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
歌
を
以
下
に
掲
出
し
て
検
討
す
る
。
歌
番
号
は
底
本
の

掲
載
順
に
よ
る
番
号
、
漢
字
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
マ
マ
で
、
濁
点
の
み
稿
者
が
付
し
た
。［
　
］
内
は
部
立
名
で
あ
る
。
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
『
板
屋
集
』
の
歌
に
は
板
を
付
し
た
。

江
戸
に
物
せ
ん
と
す
る
時
人
の
も
と
に
ゆ
き
て

337
わ
か
れ
ゆ
く
三
と
せ
を
た
び
の
ゆ
め
と
見
て
こ
よ
ひ
一
夜
を
ち
ぎ
り
な
さ
ば
や
［
板
江
戸
に
て
］

江
戸
に
物
せ
ん
と
す
る
に
月
を
見
て

160
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
三
と
せ
を
ま
て
よ
と
も
月
に
ぞ
ち
ぎ
る
よ
は
の
さ
む
し
ろ
［
板
秋
］

江
戸
に
物
せ
し
こ
ろ

256
む
さ
し
の
に
み
と
せ
へ
に
け
る
く
さ
ま
く
ら
涙
の
つ
ゆ
も
わ
け
つ
く
し
け
り
［
板
雑
］

右
の
三
首
は
、
弘
の
江
戸
勤
番
が
三
年
の
予
定
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
板
337
番
は
出
発
前
の
三
田
尻
で
の
最
後
の
共
寝
の

歌
。
板
160
番
も
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
梓
弓
」
の
章
を
踏
ま
え
つ
つ
、
三
年
間
待
つ
よ
う
に
月
と
約
束
し
た
歌
。
興
味
深
い
の
は
、

『
勝
間
の
若
菜
』
に
板
160
番
を
詞
書
に
持
つ
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
三

� 361弘正方編『勝間の若菜』について（小野）

Ｙ
九
一
一
・
一
／
Ｅ
四
）
で
、
そ
の
転
写
本
が
山
口
県
文
書
館
の
吉
田
樟
堂
文
庫
に
も
あ
る
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
・
恋
・
旅
・
江

戸
に
て
・
詠
史
・
賀
に
部
類
し
て
計
三
百
八
十
首
を
収
載
す
る
（
18
）。

そ
の
自
序
の
全
文
を
翻
刻
す
る
（
19
）。

板
屋
集

な
に
と
な
く
い
ひ
捨
た
る
す
ゞ
ろ
こ
と
も
、
と
し
ふ
る
ま
ゝ
に
か
ず
つ
も
り
ぬ
る
を
、
さ
ら
に
と

〔
マ
マ
〕り

か
へ
し
見
る
に
、
我
な

が
ら
あ
や
し
き
こ
と
の
み
に
て
、
な
に
ゝ
か
は
物
に
も
か
い
つ
け
お
き
け
ん
と
、
く
や
し
う
さ
へ
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
や
。
さ
れ
ど
、

又
こ
と
に
つ
け
を
り
に
ふ
れ
た
る
こ
と
ゞ
も
の
、
と
あ
り
か
ゝ
り
と
、
そ
の
か
み
に
立
か
へ
り
し
の
ば
る
ゝ
も
、
さ
は
い
へ
ど

こ
と
の
は
の
ゆ
か
り
に
こ
そ
と
も
お
も
は
る
れ
ば
、
い
ま
よ
り
は
い
さ
ゝ
か
な
る
そ
ゞ
ろ
こ
と
ま
で
も
、
も
ら
さ
ず
か
き
と
ゞ

め
お
か
ば
や
、
と
さ
へ
お
も
ひ
な
り
ぬ
る
ま
ゝ
に
、
①
さ
る
は
か
な
き
こ
と
の
ふ
る
き
反
古
の
は
し
ど
も
に
、
こ
れ
か
れ
し
る

し
お
き
け
る
も
と
り
あ
つ
め
て
、
か
く
一
巻
と
は
な
し
け
る
な
り
。
春
夏
の
部
は
、
か
つ
〳
〵
に
次
第
を
も
立
た
る
を
、
そ
れ

だ
に
な
か
〳
〵
い
と
ま
い
る
わ
ざ
に
て
、
益
な
き
に
日
数
過
さ
ん
こ
と
こ
ゝ
ろ
な
ら
ね
ば
、
そ
れ
よ
り
の
ち
は
、
た
ゞ
秋
は
秋
、

冬
は
冬
と
い
ふ
ば
か
り
に
て
、
い
よ
〳
〵
み
だ
り
な
れ
ど
、
②
ま
た
い
ま
よ
り
の
ち
も
つ
ぎ
〳
〵
か
き
つ
が
ん
料
な
れ
ば
、

た
ゞ
見
出
る
ま
ゝ
に
し
る
し
つ
る
な
り
。
又
、
こ
の
歌
ど
も
よ
、
い
と
は
や
う
よ
り
よ
め
り
け
る
歌
ど
も
な
る
を
、
③
い
ま
こ

の
時
雨
の
板
や
に
在
り
て
、
こ
れ
か
れ
と
と
り
し
ら
へ
た
る
ま
ゝ
に
、
板
屋
集
と
し
も
な
づ
け
つ
る
な
り
け
り
。

④
天
保
十
四
年
八
月
二
十
八
日 

弘
正
方

傍
線
部
①
ま
で
の
前
半
部
分
で
、『
板
屋
集
』
の
歌
の
詠
出
時
期
を
述
べ
る
。
詠
み
捨
て
た
歌
も
あ
る
が
、
あ
る
時
意
識
し
て
書

き
留
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
溜
ま
っ
て
こ
の
一
巻
に
な
っ
た
と
い
う
。
②
で
は
、
今
後
さ
ら
に
書
き
継
ぐ
意
向
を
語
る
。
そ
し

三
三
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て
③
で
は
、『
板
屋
集
』
命
名
の
由
来
を
記
す
。「
時
雨
の
板
や
に
在
り
て
」
と
い
う
の
が
、
周
防
三
田
尻
の
弘
の
家
、
江
戸
で
の
住

ま
い
、
京
都
で
の
住
ま
い
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
は
こ
こ
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
後
ほ
ど
『
板
屋
集
』
274
番
歌
で
検

討
す
る
が
、
恐
ら
く
は
周
防
国
三
田
尻
向
山
の
弘
の
自
宅
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
④
の
年
月
日
は
重
要
で
あ
る
。『
板
屋
集
』
の
序

が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
二
十
八
日
に
成
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

さ
て
、
家
集
三
百
八
十
首
の
中
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
歌
を
以
下
に
掲
出
し
て
検
討
す
る
。
歌
番
号
は
底
本
の

掲
載
順
に
よ
る
番
号
、
漢
字
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
マ
マ
で
、
濁
点
の
み
稿
者
が
付
し
た
。［
　
］
内
は
部
立
名
で
あ
る
。
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
『
板
屋
集
』
の
歌
に
は
板
を
付
し
た
。

江
戸
に
物
せ
ん
と
す
る
時
人
の
も
と
に
ゆ
き
て

337
わ
か
れ
ゆ
く
三
と
せ
を
た
び
の
ゆ
め
と
見
て
こ
よ
ひ
一
夜
を
ち
ぎ
り
な
さ
ば
や
［
板
江
戸
に
て
］

江
戸
に
物
せ
ん
と
す
る
に
月
を
見
て

160
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
三
と
せ
を
ま
て
よ
と
も
月
に
ぞ
ち
ぎ
る
よ
は
の
さ
む
し
ろ
［
板
秋
］

江
戸
に
物
せ
し
こ
ろ

256
む
さ
し
の
に
み
と
せ
へ
に
け
る
く
さ
ま
く
ら
涙
の
つ
ゆ
も
わ
け
つ
く
し
け
り
［
板
雑
］

右
の
三
首
は
、
弘
の
江
戸
勤
番
が
三
年
の
予
定
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
板
337
番
は
出
発
前
の
三
田
尻
で
の
最
後
の
共
寝
の

歌
。
板
160
番
も
、『
伊
勢
物
語
』
の
「
梓
弓
」
の
章
を
踏
ま
え
つ
つ
、
三
年
間
待
つ
よ
う
に
月
と
約
束
し
た
歌
。
興
味
深
い
の
は
、

『
勝
間
の
若
菜
』
に
板
160
番
を
詞
書
に
持
つ
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
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先
の
160
番
歌
・
256
番
歌
な
ど
か
ら
、
弘
が
『
板
屋
集
』
の
序
の
成
っ
た
天
保
十
四
年
八
月
以
前
の
三
年
を
超
え
る
期
間
、
継
続
し
て

江
戸
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
数
回
に
わ
た
っ
て
の
江
戸
勤
番
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
最
も
長
期
間
連
続
し
た
も
の
が
三
年
以
上
で

あ
ろ
う
）。

そ
し
て
、
弘
の
江
戸
勤
番
の
時
期
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
次
の
歌
が
参
考
に
な
る
。

清
徳
院
の
君
の
御
四
十
九
日
に
御
前
の
君
の
御
と
も
つ
か
う
ま
つ
り
て
物
し
け
る
に
、
は
れ
く
も
り
空
の
け
し
き
い
と

定
か
な
ら
ね
ば

346
ひ
と
〳
〵
の
そ
で
の
し
づ
く
を
あ
つ
め
て
も
雨
と
ふ
る
べ
き
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
［
板
部
立
名
未
詳
］

葛
飾
抱
屋
敷
の
主
人
で
あ
っ
た
斉
熙
（
清
徳
院
）
は
、
天
保
七
年
五
月
十
四
日
に
同
屋
敷
で
卒
し
て
い
る
。
そ
の
満
中
陰
の
法
要

に
弘
が
供
奉
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
こ
の
時
以
前
に
、
既
に
弘
は
葛
飾
抱
屋
敷
に
出
仕
し
て
お
り
、
存
命
中
の
斉
熙
の
顔
を
拝
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
首
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
歌
が
あ
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
挙

げ
る
。

は
が
の
御
狩
の
ゝ
ち
そ
の
所
に
物
し
て

274
は
が
の
山
有
し
と
ぶ
火
の
烟
と
も
松
に
む
せ
び
て
ゆ
く
あ
ら
し
か
な
［
板
雑
］
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江
戸
に
出
た
ゝ
む
と
す
る
時
。
と
し
の
み
と
せ
を
ま
て
よ
と
も
月
に
ぞ
ち
ぎ
る
な
ど
よ
め
り
し
を
。
や
が
て
と
ゞ
ま
り

て
。
四
年
に
な
り
に
け
る
と
し
の
秋
月
を
み
て 

（
弘
）
正
方

89
あ
ら
た
ま
の
と歳し
の
み三

歳とせ
は
過
ぬ
と
や
ち
ぎ
り
し
や宿ど
の
月
も
う
ら
み
ん
［
勝
間
］

右
の
89
番
歌
（
こ
の
歌
は
『
板
屋
集
』
に
は
な
い
）
の
傍
線
部
は
板
160
番
歌
の
二
句
・
三
句
・
四
句
で
あ
る
。
三
年
間
の
江
戸
勤

番
予
定
が
四
年
目
に
差
し
掛
か
っ
た
こ
と
を
89
番
歌
は
詠
ん
で
い
る
。
板
256
番
も
同
様
の
感
懐
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

弘
の
江
戸
で
の
勤
務
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
歌
が
参
考
に
な
る
。

葛
飾
殿
に
さ
ぶ
ら
ひ
て

273
ふ
じ
の
ね
は
け
ふ
は
い
か
に
と
朝
ご
と
に
ま
づ
た
ち
い
で
ゝ
い
は
ぬ
日
ぞ
な
き
［
板
雑
］

弘
は
江
戸
で
は
葛
飾
抱
屋
敷
に
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
本
章
冒
頭
の
Ｂ
の
吉
田
も
指
摘
し
て
い
る
）。
273
番
以
外
に
も
、
175
番

「
葛
飾
殿
に
物
し
け
る
と
し
［
板
秋
］」、
270
番
「
葛
飾
殿
に
て
述
懐
［
板
雑
］」
な
ど
、
葛
飾
抱
屋
敷
は
詞
書
中
に
多
く
見
ら
れ

る
（
ち
な
み
に
、
上
中
下
屋
敷
で
の
勤
務
を
窺
わ
せ
る
歌
は
見
ら
れ
な
い
）。

長
州
藩
江
戸
屋
敷
と
し
て
は
、
桜
田
（
上
屋
敷
）・
芝
愛
宕
下
（
中
屋
敷
）・
麻
布
龍
土
（
下
屋
敷
）
が
著
名
だ
が
、
蔵
屋
敷
ほ
か
郊

外
に
抱
屋
敷
な
ど
も
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
葛
飾
抱
屋
敷
は
十
代
藩
主
斉な

り

熙ひ
ろ

が
隠
居
後
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
没
す

る
ま
で
居
住
し
た
屋
敷
で
、
正
室
・
側
室
一
名
・
子
息
一
名
・
娘
三
名
が
居
住
し
た
。
主
た
る
建
物
は
表
と
裏
か
ら
成
っ
て
家
老
役

宅
を
敷
地
内
に
持
つ
な
ど
、
上
中
下
屋
敷
と
共
通
す
る
造
り
も
あ
り
、
背
後
に
は
広
大
な
庭
園
や
狩
猟
地
も
所
有
し
て
い
た
と
い
う
（
20
）。

三
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先
の
160
番
歌
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256
番
歌
な
ど
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以
前
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こ
と
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数
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て
の
江
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可
能
性
も
あ
る
が
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最
も
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間
連
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も
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年
以
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で
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う
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そ
し
て
、
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の
江
戸
勤
番
の
時
期
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
次
の
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が
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に
な
る
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清
徳
院
の
君
の
御
四
十
九
日
に
御
前
の
君
の
御
と
も
つ
か
う
ま
つ
り
て
物
し
け
る
に
、
は
れ
く
も
り
空
の
け
し
き
い
と

定
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ら
ね
ば

346
ひ
と
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〵
の
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で
の
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も
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と
ふ
る
べ
き
け
ふ
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や
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］
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飾
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屋
敷
の
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で
あ
っ
た
斉
熙
（
清
徳
院
）
は
、
天
保
七
年
五
月
十
四
日
に
同
屋
敷
で
卒
し
て
い
る
。
そ
の
満
中
陰
の
法
要

に
弘
が
供
奉
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
こ
の
時
以
前
に
、
既
に
弘
は
葛
飾
抱
屋
敷
に
出
仕
し
て
お
り
、
存
命
中
の
斉
熙
の
顔
を
拝
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
首
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
歌
が
あ
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
挙

げ
る
。

は
が
の
御
狩
の
ゝ
ち
そ
の
所
に
物
し
て

274
は
が
の
山
有
し
と
ぶ
火
の
烟
と
も
松
に
む
せ
び
て
ゆ
く
あ
ら
し
か
な
［
板
雑
］
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住
ん
だ
屋
敷
を
、「
板
屋
」
と
呼
ぶ
の
は
あ
ま
り
に
も
非
常
識
で
あ
ろ
う
。
序
文
執
筆
当
時
、
弘
は
三
田
尻
向
山
の
自
宅
に
居
り
、

時
雨
が
板
屋
を
叩
く
音
を
聞
き
な
が
ら
、
自
身
の
詠
草
を
纏
め
て
『
板
屋
集
』
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
弘
が
天
保
十
四
年
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
萩
の
東
部
羽
賀
台
で
の
大
操
練
に
大
組
扱
い
で
参
加
し
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
序
文
執
筆
当
時
（
同
年
八
月
二
十
八
日
）
に
は
長
州
藩
内
に
居
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
場
所
は
三
田
尻
向
山
の
自
宅
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
併
せ
て
、
家
集
『
板
屋
集
』
命
名
の
由
来
も
推
測
し
た
。

⑵
　『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』

弘
の
著
作
の
う
ち
、
管
見
に
入
る
う
ち
で
は
唯
一
の
版
本
で
あ
る
。
既
に
先
学
に
よ
る
資
料
紹
介
・
翻
刻
と
解
題
が
あ
り
（
22
）、

そ
れ

ら
も
参
照
し
つ
つ
概
要
を
纏
め
る
。

『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
は
、
題
簽
に
『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
と
書
か
れ
た
上
下
二
冊
本
。
内
題
に
「
嘉
永
二
年
出
版
　

周
防
府
松
崎
天
神
鎮
座
考
　
水
門
屋
蔵
板
」
と
あ
り
、
弘
の
自
序
末
に
は
「
嘉
永
元
年
五
月
二
十
五
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
る
。
ま

た
、
下
巻
末
の
「
略
年
譜
」
の
末
尾
は
「
今
上
天
皇
　
嘉
永
元
年
」
の
記
事
で
終
了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
信
頼
す
れ
ば
、

本
書
は
「
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
脱
稿
、
同
二
年
刊
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
序
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

…
…
此コ

ノ
ホ
ド間

新
古
今
集
藤
靡

ノ

抄
と
い
ふ
書モ

ノ

を
か
ゝ
ば
や
と
て
、
彼

ノ

集
の
こ
と
ゞ
も
懇

ネ
ン
ゴ
ロ

に
見
も
て
行
に
、
雑
歌
の
下
巻
に
此

大オ
ト
ド臣

の
御
歌
十
余
首
並
べ
載
ら
れ
た
る
中
に
、
西
の
浦
に
も
と
よ
ま
せ
給
へ
る
は
、
既ハ

ヤ

く
此
里
に
今
も
然シ

カ

呼
ぶ
地ト

コ
ロ

な
り
け
り

と
思
ひ
定
む
る
よ
し
有
り
て
、
立
か
へ
り
猶
熟ヨ

く
考
ガ

ふ
る
に
、
…
…
弥
イ
ヨ
イ
ヨ

此
ノ

勝
間
ノ

浦
に
御
船
を
よ
せ
給
ひ
て
、
国
府
の
御
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羽
賀
山
の
御
狩
も
の
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
後
。
そ
の
と
こ
ろ
に
も
の
し
て 

（
弘
）
正
方

166
は
が
の
や山ま
あ
り
し
と
ぶ
火
の
け
ぶ
り
と
も
松
に
む
せ
び
て
ゆ
く
あ
ら
し
か
な
［
勝
間
］

こ
の
「
は
が
の
御
狩
（
羽
賀
の
御
狩
）」
は
、
羽
賀
台
大
操
練
（
天
保
閲
兵
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
村
田
清
風
が
海
上
防
備
と
藩

内
の
士
風
刷
新
の
た
め
に
献
言
し
た
の
を
、
敬
親
が
取
り
上
げ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
入
念
な
準
備
の
も
と
、
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
三
月
三
十
日
夕
刻
か
ら
翌
四
月
一
日
に
か
け
て
、
萩
の
東
部
の
羽
賀
台
で
軍
事
操
練
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
核
と

な
っ
た
の
は
、
弘
ら
無
給
通
と
同
格
と
さ
れ
て
い
た
大
組
で
、
八
組
の
う
ち
六
組
が
操
練
に
参
加
し
、
残
り
の
二
組
は
萩
城
を
警
備

し
た
と
い
う
（
21
）。

た
だ
し
、
弘
は
あ
く
ま
で
大
組
と
同
格
扱
い
の
無
給
通
で
あ
り
、
弘
が
実
際
に
操
練
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
板
274
番
歌
詞
書
は
「
羽
賀
の
御
狩
の
後
、
そ
の
場
所
を
訪
れ
て
」
と
解
せ
ら
れ
、
操
練
当
日
の
羽
賀
の
山
で

の
「
飛
ぶ
火
（
の
ろ
し
）」
を
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弘
が
操
練
に
参
加
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
操
練
以
後
、
弘
は
萩
の
当
地
を
訪
問
し
、
か
つ
、『
板
屋

集
』
の
序
を
同
年
八
月
二
十
八
日
に
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

先
に
『
板
屋
集
』
序
文
を
考
察
し
た
際
、
こ
れ
が
ど
こ
で
執
筆
さ
れ
た
か
不
明
と
し
た
が
、
歌
集
内
に
散
見
す
る
「
葛
飾
殿
」
と

い
う
言
葉
と
先
の
考
察
か
ら
、
弘
が
大
組
待
遇
の
無
給
通
の
藩
士
と
し
て
、
長
州
藩
江
戸
葛
飾
抱
屋
敷
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
は
ほ

ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
羽
賀
台
で
の
操
練
の
後
、
板
274
番
歌
を
詠
ん
で
、
急
遽
江
戸
に
戻
っ
て
『
板
屋
集
』
序
文
を
草

し
た
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
掲
の
『
板
屋
集
』
序
文
の
傍
線
部
③
に
「
い
ま
こ
の
時
雨
の
板
や
に
在
り
て
、

こ
れ
か
れ
と
と
り
し
ら
へ
た
る
ま
ゝ
に
、
板
屋
集
と
し
も
な
づ
け
つ
る
な
り
」
と
あ
り
、
抱
屋
敷
（
の
一
画
、
も
し
く
は
近
隣
）
と
は

い
え
、
藩
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
住
ま
い
、
も
し
抱
屋
敷
の
一
画
に
住
ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
隠
居
後
の
藩
主
斉
熙
が
天
保
七
年
ま
で

三
三
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住
ん
だ
屋
敷
を
、「
板
屋
」
と
呼
ぶ
の
は
あ
ま
り
に
も
非
常
識
で
あ
ろ
う
。
序
文
執
筆
当
時
、
弘
は
三
田
尻
向
山
の
自
宅
に
居
り
、

時
雨
が
板
屋
を
叩
く
音
を
聞
き
な
が
ら
、
自
身
の
詠
草
を
纏
め
て
『
板
屋
集
』
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
弘
が
天
保
十
四
年
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
萩
の
東
部
羽
賀
台
で
の
大
操
練
に
大
組
扱
い
で
参
加
し
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
序
文
執
筆
当
時
（
同
年
八
月
二
十
八
日
）
に
は
長
州
藩
内
に
居
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
場
所
は
三
田
尻
向
山
の
自
宅
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
併
せ
て
、
家
集
『
板
屋
集
』
命
名
の
由
来
も
推
測
し
た
。

⑵
　『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』

弘
の
著
作
の
う
ち
、
管
見
に
入
る
う
ち
で
は
唯
一
の
版
本
で
あ
る
。
既
に
先
学
に
よ
る
資
料
紹
介
・
翻
刻
と
解
題
が
あ
り
（
22
）、

そ
れ

ら
も
参
照
し
つ
つ
概
要
を
纏
め
る
。

『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
は
、
題
簽
に
『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
と
書
か
れ
た
上
下
二
冊
本
。
内
題
に
「
嘉
永
二
年
出
版
　

周
防
府
松
崎
天
神
鎮
座
考
　
水
門
屋
蔵
板
」
と
あ
り
、
弘
の
自
序
末
に
は
「
嘉
永
元
年
五
月
二
十
五
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
る
。
ま

た
、
下
巻
末
の
「
略
年
譜
」
の
末
尾
は
「
今
上
天
皇
　
嘉
永
元
年
」
の
記
事
で
終
了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
信
頼
す
れ
ば
、

本
書
は
「
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
脱
稿
、
同
二
年
刊
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
序
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

…
…
此コ

ノ
ホ
ド間

新
古
今
集
藤
靡

ノ

抄
と
い
ふ
書モ

ノ

を
か
ゝ
ば
や
と
て
、
彼

ノ

集
の
こ
と
ゞ
も
懇

ネ
ン
ゴ
ロ

に
見
も
て
行
に
、
雑
歌
の
下
巻
に
此

大オ
ト
ド臣

の
御
歌
十
余
首
並
べ
載
ら
れ
た
る
中
に
、
西
の
浦
に
も
と
よ
ま
せ
給
へ
る
は
、
既ハ

ヤ

く
此
里
に
今
も
然シ

カ

呼
ぶ
地ト

コ
ロ

な
り
け
り

と
思
ひ
定
む
る
よ
し
有
り
て
、
立
か
へ
り
猶
熟ヨ

く
考
ガ

ふ
る
に
、
…
…
弥
イ
ヨ
イ
ヨ

此
ノ

勝
間
ノ

浦
に
御
船
を
よ
せ
給
ひ
て
、
国
府
の
御

三
三
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保
親
王
の
子
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
作
品
で
、
上
・
下
二
巻
の
と
こ
ろ
、
文
書
館
所
蔵
は
上
巻
の
み
の
零
本
で
あ
る
。
下
巻
は
所

在
不
明
。
そ
の
序
文
（
弘
の
自
序
）
末
に
「
嘉
永
四
年
八
月
十
五
日
　
殿
人
　
弘
正
方
　
謹
記
」
と
記
す
。
序
文
中
に
は
、
自
身
に

関
す
る
記
載
は
な
く
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
八
月
十
五
日
に
同
序
が
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
、
弘
が
ど
こ

に
居
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑷
　『
楽
水
鈔
』

本
書
も
、
山
口
県
文
書
館
に
写
本
が
蔵
さ
れ
る
（
請
求
番
号
：
毛
利
家
文
庫 

三
公
統 

四
一
）。
文
書
館
本
の
表
紙
（
原
装
か
）
の
中
央

の
題
簽
に
直
書
で
「
楽
水
鈔
　
弘
平
五
郎
述
」
と
す
る
。
山
縣
孝
孺
（
周
南
）
と
永
田
政
純
が
編
纂
し
た
毛
利
氏
の
系
図
に
修
訂
を

加
え
よ
う
と
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
末
に
「
嘉
永
三
年
八
月
。
二
条
な
る
河
原
の
御
亭
に
し
て
　
弘
正
方
　
謹
記
」
と
あ
り
、

こ
の
時
、
弘
が
京
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
二
条
な
る
河
原
の
御
亭
」
は
不
明
。
た
だ
し
、
長
州
藩
の
京
都
屋
敷
は

「
京
都
三
条
河
原
町
」
と
資
料
上
は
扱
わ
れ
る
が
（
24
）、

実
際
は
二
条
通
の
方
が
近
く
、
現
在
、
京
都
屋
敷
址
に
建
つ
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
の
住
所
も
「
河
原
町
通
二
条
南
入
ル
」
で
あ
る
。「
御
亭
（
御
邸
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藩
の
京
都
屋
敷
を
指
し
た

可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
ま
た
触
れ
た
い
。

以
上
、
弘
の
著
作
の
記
載
か
ら
、
そ
の
閲
歴
の
窺
え
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
網
羅
的
に
考
察
し
た
。
そ
の
ま
と
め
は
次
章
で
行
い

た
い
。

五
　
他
の
文
人
た
ち
の
日
記
・
書
簡
に
記
さ
れ
る
弘
正
方
記
事

─
そ
の
略
年
譜

弘
は
藩
内
は
も
と
よ
り
上
方
・
江
戸
で
親
し
く
な
っ
た
文
人
た
ち
と
交
流
を
持
っ
た
。
そ
の
片
鱗
が
、
そ
れ
ら
文
人
た
ち
の
日

三
八
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住
ひ
に
日ヒ

数カ
ズ

を
過
グ

さ
せ
給
ひ
け
む
事
の
證ア
カ
シ

ど
も
を
、
後
集
及マ
タ

旧フ
ル

く
当コ
ノ
ミ
ヤ社
に
伝
は
れ
る
画
巻
物
等ナ
ド

に
考
ガ

へ
合
せ
て
、
別コ
ト

に
此カ

く
二
巻
の
書フ

ミ

と
は
な
せ
る
に
な
む
。
…
…

こ
の
記
述
は
、
弘
が
『
新
古
今
集
藤
靡
抄
』
な
る
作
品
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
（
完
成
し
た
か
否
か
は
不
明
。
該
当
す

る
作
品
は
未
詳
）
と
と
も
に
、
新
古
今
集
の
雑
下
巻
頭
の
道
真
詠
を
き
っ
か
け
に
、
道
真
が
周
防
国
勝
間
の
浦
に
船
を
寄
せ
て
上
陸

し
、
周
防
の
国
府
で
日
数
を
過
ご
し
た
こ
と
を
本
書
で
検
証
し
た
と
い
う
、
作
品
の
梗
概
を
述
べ
る
。

弘
の
『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
に
関
し
て
は
、
の
ち
に
近
藤
芳
樹
が
『
松
崎
神
社
顕
聖
記
』
の
中
で
、「
然
る
を
近
頃
松
崎
鎮
座
考

と
い
ふ
も
の
を
著
し
て
、
此
神
の
船
よ
り
勝
間
の
浦
に
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
久
し
く
防
府
に
留
ま
ら
せ
玉
へ
る
よ
し
の
新
伝
説
を

正
し
と
し
て
、
か
の
叙
意
一
百
韻
な
か
ば
よ
り
以
下
は
、
太
宰
府
に
て
の
事
を
作
ら
せ
玉
へ
る
詩
な
る
を
、
こ
の
松
崎
に
て
の
事
に

い
ひ
枉
げ
て
其
証
に
し
た
れ
ど
…
…
か
く
宰
府
に
て
の
詩
な
る
こ
と
は
、
意
明
ら
か
に
、
義
貫
き
て
、
い
と
よ
く
聞
え
た
る
を
、
防

府
に
滞ト

ト
マ留

り
玉
へ
る
証
に
牽ヒ

キ
ツ
ケ強

て
、
公
の
御
徳
を
煩
は
さ
ん
と
す
る
は
、
何
事
ぞ
、
そ
も
〳
〵
貶
謫
の
御
身
を
以
て
防
府
の
勝
景
に

御
心
を
と
ゞ
め
玉
ひ
、
久
し
く
滞

ト
ド
コ
ホ

ら
せ
玉
へ
る
や
う
の
事
あ
り
な
ん
に
は
、
朝
廷
に
対
し
て
、
い
か
に
御
う
し
ろ
め
た
き
御
事
な

ら
ざ
ら
ん
や
（
23
）」

と
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
本
章
冒
頭
に
挙
げ
た
Ａ
『
防
長
人
物
誌
』
の
中
で
、
近
藤
清
石
が
「
松
崎
天
神
鎮
坐

考
あ
れ
ど
、
書
中
孟
浪
の
言
〔
小
野
注
：
根
も
葉
も
な
い
こ
と
、
い
い
加
減
な
こ
と
〕
多
く
、
世
に
益
す
る
所
尠す

く
な

し
」
と
し
た
の

は
、
こ
の
芳
樹
の
指
摘
な
ど
が
念
頭
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑶
　『
江
氏
水
原
』

本
書
は
、
山
口
県
文
書
館
に
写
本
が
蔵
さ
れ
る
（
請
求
番
号
：
毛
利
家
文
庫 

三
公
統 
一
八
五
）。
毛
利
氏
の
先
祖
・
大
江
音
人
が
阿

三
三
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保
親
王
の
子
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
作
品
で
、
上
・
下
二
巻
の
と
こ
ろ
、
文
書
館
所
蔵
は
上
巻
の
み
の
零
本
で
あ
る
。
下
巻
は
所

在
不
明
。
そ
の
序
文
（
弘
の
自
序
）
末
に
「
嘉
永
四
年
八
月
十
五
日
　
殿
人
　
弘
正
方
　
謹
記
」
と
記
す
。
序
文
中
に
は
、
自
身
に

関
す
る
記
載
は
な
く
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
八
月
十
五
日
に
同
序
が
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
、
弘
が
ど
こ

に
居
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑷
　『
楽
水
鈔
』

本
書
も
、
山
口
県
文
書
館
に
写
本
が
蔵
さ
れ
る
（
請
求
番
号
：
毛
利
家
文
庫 

三
公
統 

四
一
）。
文
書
館
本
の
表
紙
（
原
装
か
）
の
中
央

の
題
簽
に
直
書
で
「
楽
水
鈔
　
弘
平
五
郎
述
」
と
す
る
。
山
縣
孝
孺
（
周
南
）
と
永
田
政
純
が
編
纂
し
た
毛
利
氏
の
系
図
に
修
訂
を

加
え
よ
う
と
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
末
に
「
嘉
永
三
年
八
月
。
二
条
な
る
河
原
の
御
亭
に
し
て
　
弘
正
方
　
謹
記
」
と
あ
り
、

こ
の
時
、
弘
が
京
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
二
条
な
る
河
原
の
御
亭
」
は
不
明
。
た
だ
し
、
長
州
藩
の
京
都
屋
敷
は

「
京
都
三
条
河
原
町
」
と
資
料
上
は
扱
わ
れ
る
が
（
24
）、

実
際
は
二
条
通
の
方
が
近
く
、
現
在
、
京
都
屋
敷
址
に
建
つ
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
の
住
所
も
「
河
原
町
通
二
条
南
入
ル
」
で
あ
る
。「
御
亭
（
御
邸
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藩
の
京
都
屋
敷
を
指
し
た

可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
ま
た
触
れ
た
い
。

以
上
、
弘
の
著
作
の
記
載
か
ら
、
そ
の
閲
歴
の
窺
え
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
網
羅
的
に
考
察
し
た
。
そ
の
ま
と
め
は
次
章
で
行
い

た
い
。

五
　
他
の
文
人
た
ち
の
日
記
・
書
簡
に
記
さ
れ
る
弘
正
方
記
事

─
そ
の
略
年
譜

弘
は
藩
内
は
も
と
よ
り
上
方
・
江
戸
で
親
し
く
な
っ
た
文
人
た
ち
と
交
流
を
持
っ
た
。
そ
の
片
鱗
が
、
そ
れ
ら
文
人
た
ち
の
日

三
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に
言
及
し
た
。
Ｂ
の
傍
線
部
は
、
弘
が
江
戸
か
ら
帰
っ
て
萩
の
佐
藤
良
平
（
人
物
未
詳
。
佐
藤
家
は
大
組
五
家
・
無
給
通
一
家
ほ
か
長
州

藩
に
は
多
い
姓
）
の
家
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
（
26
）。

Ａ
の
記
事
も
弘
が
近
日
江
戸
か
ら
帰
京
し
た
こ
と
を
記
す
の
で
、『
板
屋

集
』
の
歌
に
感
懐
が
読
ま
れ
て
い
た
三
年
以
上
の
江
戸
勤
番
は
、
Ａ
の
天
保
九
年
八
月
十
九
日
以
前
、
も
し
く
は
そ
れ
か
ら
Ｂ
の
天

保
十
四
年
正
月
廿
一
日
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
弘
は
最
低
二
回
の
江
戸
勤
務
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
Ａ
・
Ｂ
か
ら
わ
か
る
。

Ｃ 

：〈
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
〉
廿
三
日
。
…
…
夕
つ
け
て
弘
正
方
と
ぶ
ら
ひ
来
た
り
。
永
富
に
預
け
お
き
し
金
の
内
三
両
、

此
人
に
字
類
抄
の
代
と
て
わ
た
し
畢
ぬ
…
…
〔
芳
樹
日
記
〕

前
章
⑴
の
『
板
屋
集
』
274
番
歌
の
考
察
で
、
弘
が
天
保
十
四
年
三
月
三
十
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
の
羽
賀
台
大
操
練
後
に
当
地
を

訪
問
し
て
歌
を
詠
ん
だ
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
こ
の
Ｃ
の
萩
訪
問
の
際
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
後
も
、『
芳
樹
日
記
』
に
弘
は
頻
繁

に
登
場
す
る
。

同
年
六
月
十
日
に
は
、
三
田
尻
の
宮
市
（
現
在
の
防
府
市
の
中
心
部
。
防
府
天
満
宮
の
門
前
町
）
の
小
倉
家
で
弘
・
芳
樹
・
主
人
・
山

野
室
丸
（
芳
樹
の
門
人
）
の
四
人
で
語
り
明
か
し
て
い
る
。
同
年
閏
九
月
十
日
に
は
「
弘
正
方
三
田
尻
よ
り
出
た
り
。
静
間
の
亭
に

て
あ
ふ
」。
翌
々
日
の
十
二
日
に
も
「
弘
正
方
来
た
る
」
と
、
弘
は
頻
繁
に
三
田
尻
か
ら
萩
に
出
か
け
て
い
る
。
同
年
十
二
月
十
七

日
に
は
芳
樹
が
三
田
尻
の
弘
の
家
を
訪
れ
て
昼
食
を
食
べ
、
弘
と
と
も
に
芳
樹
の
実
家
近
く
の
河
野
家
に
出
か
け
て
酒
宴
に
臨
ん
で

い
る
。『
芳
樹
日
記
』
の
天
保
十
五
年
（
＝
弘
化
元
年
）・
弘
化
二
年
に
は
弘
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
弘
化
三
年
に
、
芳
樹
は
弘
と
萩

も
し
く
は
三
田
尻
で
会
っ
て
い
る
。
日
付
だ
け
を
列
記
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。［
　
］
内
は
会
っ
た
場
所
で
あ
る
。
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記
・
書
簡
に
残
さ
れ
て
い
る
。
弘
自
身
の
日
記
が
現
存
し
な
い
の
で
、
弘
の
閲
歴
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ら
は
貴
重
な
資
料
と
な
り
え

る
。
既
に
、
注
４
の
山
崎
勝
昭
の
著
作
内
で
萩
原
広
道
と
の
交
流
の
足
跡
が
炙
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
参
照
し
つ
つ
、
弘

に
関
す
る
記
述
を
年
次
順
に
取
り
上
げ
て
、
以
下
に
考
察
を
加
え
た
い
。

Ａ	

：〈
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
〉
十
九
日
。
台
道
着
。
弘
平
五
郎
ニ
対
面
。
近
日
江
戸
ヨ
リ
帰
国
ト
云
。〔
芳
樹
日
記
（
25
）〕

現
存
す
る
芳
樹
の
日
記
中
、
最
初
に
弘
の
名
の
登
場
す
る
箇
所
で
あ
る
。
前
々
日
か
ら
芳
樹
は
上
田
・
本
間
と
と
も
に
三
人
で
萩

に
出
か
け
て
い
て
、
こ
の
日
、
台
道
に
帰
着
し
た
。
芳
樹
の
家
は
台
道
村
の
隣
村
の
岩
淵
村
で
あ
り
、
自
身
の
家
に
つ
い
て
は
日
記

中
で
「
岩
淵
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
台
道
」
は
台
道
村
庄
屋
（
隣
村
を
含
め
て
の
大
庄
屋
格
で
も
あ
っ
た
）
上
田

家
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
十
代
上
田
堂
山
は
芳
樹
の
勉
学
の
経
済
支
援
を
し
た
人
物
で
、
こ
の
年
の
五
月
五
日
に
没
し
て
い
る
。
こ

の
上
田
家
で
弘
と
芳
樹
が
対
面
し
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ 

：〈
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
〉
廿
一
日
。
晴
。
佐
藤
良
平
が
家
の
日
本
紀
の
会
な
り
。
夕
か
け
て
ま
か
り
ぬ
。
弘
正
方
、

江
戸
よ
り
か
へ
り
て
こ
の
家
に
居
た
り
。〔
芳
樹
日
記
〕

こ
の
記
事
は
、
芳
樹
が
萩
に
在
住
し
藩
府
に
出
仕
し
て
い
る
時
の
も
の
で
あ
る
（
芳
樹
は
天
保
十
一
年
十
一
月
に
藩
士
近
藤
家
を
継
い

だ
）。
前
章
⑴
『
板
屋
集
』
で
考
察
し
た
が
、
そ
の
序
文
執
筆
当
時
（
天
保
十
四
年
八
月
二
十
八
日
）、
弘
は
長
州
藩
内
の
三
田
尻
向
山

の
自
宅
に
い
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
そ
し
て
家
集
中
の
歌
か
ら
、
弘
が
江
戸
の
葛
飾
抱
屋
敷
に
三
年
以
上
勤
務
し
て
い
た
可
能
性

三
三
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に
言
及
し
た
。
Ｂ
の
傍
線
部
は
、
弘
が
江
戸
か
ら
帰
っ
て
萩
の
佐
藤
良
平
（
人
物
未
詳
。
佐
藤
家
は
大
組
五
家
・
無
給
通
一
家
ほ
か
長
州

藩
に
は
多
い
姓
）
の
家
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
（
26
）。

Ａ
の
記
事
も
弘
が
近
日
江
戸
か
ら
帰
京
し
た
こ
と
を
記
す
の
で
、『
板
屋

集
』
の
歌
に
感
懐
が
読
ま
れ
て
い
た
三
年
以
上
の
江
戸
勤
番
は
、
Ａ
の
天
保
九
年
八
月
十
九
日
以
前
、
も
し
く
は
そ
れ
か
ら
Ｂ
の
天

保
十
四
年
正
月
廿
一
日
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
弘
は
最
低
二
回
の
江
戸
勤
務
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
Ａ
・
Ｂ
か
ら
わ
か
る
。

Ｃ 

：〈
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
〉
廿
三
日
。
…
…
夕
つ
け
て
弘
正
方
と
ぶ
ら
ひ
来
た
り
。
永
富
に
預
け
お
き
し
金
の
内
三
両
、

此
人
に
字
類
抄
の
代
と
て
わ
た
し
畢
ぬ
…
…
〔
芳
樹
日
記
〕

前
章
⑴
の
『
板
屋
集
』
274
番
歌
の
考
察
で
、
弘
が
天
保
十
四
年
三
月
三
十
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
の
羽
賀
台
大
操
練
後
に
当
地
を

訪
問
し
て
歌
を
詠
ん
だ
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
こ
の
Ｃ
の
萩
訪
問
の
際
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
後
も
、『
芳
樹
日
記
』
に
弘
は
頻
繁

に
登
場
す
る
。

同
年
六
月
十
日
に
は
、
三
田
尻
の
宮
市
（
現
在
の
防
府
市
の
中
心
部
。
防
府
天
満
宮
の
門
前
町
）
の
小
倉
家
で
弘
・
芳
樹
・
主
人
・
山

野
室
丸
（
芳
樹
の
門
人
）
の
四
人
で
語
り
明
か
し
て
い
る
。
同
年
閏
九
月
十
日
に
は
「
弘
正
方
三
田
尻
よ
り
出
た
り
。
静
間
の
亭
に

て
あ
ふ
」。
翌
々
日
の
十
二
日
に
も
「
弘
正
方
来
た
る
」
と
、
弘
は
頻
繁
に
三
田
尻
か
ら
萩
に
出
か
け
て
い
る
。
同
年
十
二
月
十
七

日
に
は
芳
樹
が
三
田
尻
の
弘
の
家
を
訪
れ
て
昼
食
を
食
べ
、
弘
と
と
も
に
芳
樹
の
実
家
近
く
の
河
野
家
に
出
か
け
て
酒
宴
に
臨
ん
で

い
る
。『
芳
樹
日
記
』
の
天
保
十
五
年
（
＝
弘
化
元
年
）・
弘
化
二
年
に
は
弘
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
弘
化
三
年
に
、
芳
樹
は
弘
と
萩

も
し
く
は
三
田
尻
で
会
っ
て
い
る
。
日
付
だ
け
を
列
記
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。［
　
］
内
は
会
っ
た
場
所
で
あ
る
。
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第
一
章
で
触
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
傍
線
部
に
「
長
門
藩
在
京
弘
正
方
集
」
と
あ
り
、
弘
が
こ
の
頃
在
京
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

『
水
門
集
』
が
類
題
集
ら
し
き
こ
と
が
わ
か
る
。「
原
註
」
と
書
い
た
の
は
井
上
通
泰
で
あ
る
。
大
藤
高
雅
宛
書
簡
に
割
書
き
等
で
注

記
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｆ 

：
…
…
弘
氏
如
何
候
哉
、
未
何
方
へ
も
文
通
不
在
候
付
、
無
音
仕
居
申
候
、
其
御
屋
敷
ハ
京
ニ
て
何
と
申
所
ニ
ヤ
、
御
示
し
可
被

下
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
月
十
六
日
（
29
）〕

Ｇ 

：
…
…
弘
氏
ヘ
ハ
未
文
通
不
仕
候
、
近
日
中
御
屋
敷
之
所
尋
候
而
、
遣
し
可
申
と
奉
存
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
一
月
十
四
日
（
30
）〕

Ｆ
で
、
弘
は
京
都
に
居
た
よ
う
だ
が
広
道
は
そ
の
住
ま
い
を
知
ら
ず
、
高
鞆
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
弘
の
在
京
と
い
う
事
実
と

と
も
に
、
広
道
が
弘
に
相
当
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
高
鞆
か
ら
住
い
を
知
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
Ｇ
で
文

通
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
近
日
中
に
屋
敷
を
訪
問
す
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
記
す
。
こ
の
屋
敷
に
つ
い
て
は

Ｉ
で
考
察
す
る
。

Ｈ 

：
…
…
弘
氏
算
用
之
事
、
仰
之
通
ニ
仕
、
昨
冬
限
ニ
果
し
申
候
、
御
安
意
可
被
下
候
、
同
氏
ニ
も
水
門
集
と
い
ふ
も
の
出
来
の
よ

し
、
引
札
二
枚
も
ら
ひ
申
候
、
追
々
勧
進
可
仕
と
奉
存
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
正
月

三
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弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
七
日
［
萩
］、
同
年
四
月
六
日
［
三
田
尻
］、

同
年
六
月
九
日
［
萩
］、
同
年
八
月
廿
五
日
［
萩
］、
同
年
九
月
四
日
［
萩
］

Ｂ
の
天
保
十
四
年
正
月
廿
一
日
の
「
江
戸
よ
り
帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
記
述
の
時
か
ら
、
恐
ら
く
弘
化
三
年
九
月
ま
で
は
主
と
し

て
長
州
藩
内
に
住
し
、
こ
の
時
に
『
勝
間
の
若
菜
』
の
編
集
を
思
い
立
ち
、
同
書
の
完
成
・
序
の
執
筆
と
な
っ
て
弘
化
三
年
正
月
を

三
田
尻
の
自
邸
で
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｄ 

：
…
…
弘
ぬ
し
如
何
御
坐
候
哉
、
天
満
宮
ノ
御
系
譜
と
か
撰
ハ
レ
候
よ
し
承
候
、
出
来
仕
候
ニ
や
、
此
節
天
神
御
系
の
事
、
尋
候

も
の
有
之
候
へ
と
も
、
空
ニ
て
ハ
よ
く
覚
不
申
候
、
右
出
来
仕
候
ハ
ヽ
確
論
な
る
へ
し
と
申
置
候
、
其
内
急
ニ
出
来
仕
候
ハ
ヽ
、

一
本
御
取
次
可
被
下
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
六
日
（
27
）〕

傍
線
部
か
ら
萩
原
広
道
（
大
阪
在
住
）
が
弘
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
広
道
は
嘉
永
元
年
ご
ろ
か
ら
三
田
尻
在
住
の
鈴

木
高
鞆
と
文
通
を
始
め
、
Ｄ
書
簡
で
弘
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
の
で
、
当
時
、
弘
は
三
田
尻
に
居
た
と
思
わ
れ
る
。「
天
満
宮
ノ
御

系
譜
」
と
は
、
前
章
の
⑵
で
考
察
し
た
『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
本
に
「
嘉
永
二
年
出
版
」
と
あ
っ

た
が
、
同
十
月
前
後
に
上
梓
さ
れ
た
と
の
噂
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
書
簡
は
示
し
て
い
る
。

Ｅ 

：
…
…
鴨
川
集
三
篇
、
玉
石
集
二
篇
翁
山
集
（
原
註
「
備
後
上
下
人
重
森
良
容
輯
野
生
と
伴
雄
二
人
に
撰
く
れ
と
申
出
也
」）
水
門
集
（
原

註
「
長
門
藩
在
京
弘
正
方
集
」）
な
ど
ゝ
申
様
の
も
の
へ
歌
を
入
候
様
之
人
御
坐
候
は
ゞ
追
々
御
出
さ
せ
可
被
下
候
…
…
〔「
大
藤
高

雅
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
正
月
廿
三
日
（
28
）〕

三
三
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第
一
章
で
触
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
傍
線
部
に
「
長
門
藩
在
京
弘
正
方
集
」
と
あ
り
、
弘
が
こ
の
頃
在
京
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

『
水
門
集
』
が
類
題
集
ら
し
き
こ
と
が
わ
か
る
。「
原
註
」
と
書
い
た
の
は
井
上
通
泰
で
あ
る
。
大
藤
高
雅
宛
書
簡
に
割
書
き
等
で
注

記
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｆ 

：
…
…
弘
氏
如
何
候
哉
、
未
何
方
へ
も
文
通
不
在
候
付
、
無
音
仕
居
申
候
、
其
御
屋
敷
ハ
京
ニ
て
何
と
申
所
ニ
ヤ
、
御
示
し
可
被

下
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
月
十
六
日
（
29
）〕

Ｇ 

：
…
…
弘
氏
ヘ
ハ
未
文
通
不
仕
候
、
近
日
中
御
屋
敷
之
所
尋
候
而
、
遣
し
可
申
と
奉
存
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
一
月
十
四
日
（
30
）〕

Ｆ
で
、
弘
は
京
都
に
居
た
よ
う
だ
が
広
道
は
そ
の
住
ま
い
を
知
ら
ず
、
高
鞆
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
弘
の
在
京
と
い
う
事
実
と

と
も
に
、
広
道
が
弘
に
相
当
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
高
鞆
か
ら
住
い
を
知
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
Ｇ
で
文

通
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
近
日
中
に
屋
敷
を
訪
問
す
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
記
す
。
こ
の
屋
敷
に
つ
い
て
は

Ｉ
で
考
察
す
る
。

Ｈ 

：
…
…
弘
氏
算
用
之
事
、
仰
之
通
ニ
仕
、
昨
冬
限
ニ
果
し
申
候
、
御
安
意
可
被
下
候
、
同
氏
ニ
も
水
門
集
と
い
ふ
も
の
出
来
の
よ

し
、
引
札
二
枚
も
ら
ひ
申
候
、
追
々
勧
進
可
仕
と
奉
存
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
正
月

三
三
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ヲ
中
止
セ
ム
ト
ス
」
と
公
儀
に
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
公
郡
山
駅
ヲ
発
シ
伏
見
ノ
邸
ニ
入
ル
。
微
恙
ア
リ
。
京
都
ニ
入
ル
コ
ト

ヲ
中
止
シ
テ
、
一
日
淹
留
静
養
ヲ
加
ヘ
明
後
廿
二
日
発
駕
、
大
津
ヲ
経
テ
石
部
駅
ニ
着
泊
ノ
旨
ヲ
発
表
」（
同
月
廿
一
日
）
し
た
。
微

恙
（
軽
い
病
気
）
と
藩
側
か
ら
公
表
し
て
体
面
を
保
持
し
た
よ
う
だ
が
、
実
際
は
伏
見
の
屋
敷
で
、
敬
親
は
鴻
池
善
五
郎
や
大
徳
寺

の
大
綱
宗
彦
ら
と
会
っ
て
い
る
。
こ
の
準
備
・
警
備
に
弘
は
伏
見
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
広
道
の
、
京
の
弘
の
も
と

へ
の
訪
問
は
三
月
二
十
一
日
前
後
、
弘
の
伏
見
出
張
も
そ
の
こ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ｊ 

：
…
…
弘
ニ
も
京
ニ
て
は
し
め
て
逢
申
候
、
静
な
る
人
ニ
て
妙
ニ
御
坐
候
、
何
か
い
ろ
〳
〵
考
も
有
之
様
子
、
た
の
も
し
く
覚
申

候
、
近
藤
と
ハ
ち
と
不
和
の
様
子
こ
ま
り
も
の
ニ
御
坐
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月

十
三
日
付
（
34
）〕

広
道
は
こ
の
時
、
よ
う
や
く
弘
と
の
対
面
を
果
た
し
た
。
広
道
か
ら
見
る
と
物
静
か
な
人
物
で
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
。
後
半

の
傍
線
部
は
近
藤
芳
樹
と
弘
と
の
不
和
を
言
っ
た
も
の
で
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
書
簡
が
芳
樹
と
も
親
し
か
っ

た
同
郷
の
高
鞆
に
送
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
弘
と
芳
樹
の
不
和
の
件
は
、
弘
の
口
か
ら
広
道
に
伝
え
ら
れ
、
広
道
も
高
鞆
に
伝

え
て
か
ま
わ
な
い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
Ｃ
の
『
芳
樹
日
記
』
の
記
述
か
ら
は
弘
と
芳
樹
の
昵
懇
さ
が
窺
わ
れ
る
が
、

そ
れ
も
Ｃ
の
天
保
末
頃
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
五
章
の
⑵
『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
で
見
た
よ
う
に
、
弘
の
唯
一
の
現
存

版
本
で
あ
る
本
書
は
、
芳
樹
か
ら
完
膚
無
き
ま
で
に
論
駁
さ
れ
て
い
る
。
芳
樹
の
『
松
崎
神
社
顕
聖
記
』
の
刊
行
は
弘
の
没
後
の
明

治
七
年
だ
が
、
弘
の
『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
が
上
梓
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
考
証
家
と
し
て
も
一
家
言
を
持
つ
芳
樹
が
直
接
・
間
接
的

に
弘
を
論
難
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
ら
も
可
能
性
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
軋
み
が
弘
と
芳
樹
の
間
を
遠
ざ
け

三
二
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廿
日
（
31
）〕

Ｅ
に
登
場
し
た
『
水
門
集
』
の
刊
行
に
関
し
て
傍
線
部
で
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
出し

ゅ
っ

来た
い

の
よ
し
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
広
道

は
上
梓
を
仄
聞
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
引
札
二
枚
」
と
あ
る
の
で
広
道
は
書
肆
か
ら
「
水
門
集
近
日
出
来
」
な
ど
と
し
た
チ
ラ

シ
の
類
を
も
ら
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
書
簡
だ
け
を
手
掛
か
り
に
『
水
門
集
』
刊
行
を
決
め
付
け
る
の
は
危
険
で
あ
ろ

う
。『
水
門
集
』
の
現
物
、
ま
た
同
時
代
人
の
明
確
な
言
及
が
な
い
以
上
、
こ
の
ま
ま
保
留
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
弘
正
方
編

『
水
門
集
』
が
あ
る
程
度
完
成
し
、
書
肆
か
ら
出
版
広
告
が
出
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

Ｉ	

：
…
…
先
頃
上
京
之
序
、
河
原
町
御
屋
敷
ニ
而
弘
氏
ヲ
尋
候
処
、
殿
様
御
通
行
故
、
伏
見
へ
出
ら
れ
候
留
守
ニ
て
不
対
面
残
念
ニ

奉
存
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
五
月
二
十
三
日
（
32
）〕

広
道
は
大
阪
か
ら
上
京
す
る
機
会
が
あ
り
、
京
都
河
原
町
に
あ
っ
た
長
州
藩
京
都
屋
敷
に
弘
を
尋
ね
た
。
前
章
の
⑷
『
楽
水
鈔
』

の
考
察
で
、
序
文
末
の
記
載
か
ら
、
弘
が
「
嘉
永
三
年
八
月
、
二
条
な
る
河
原
の
御
亭
」
で
『
楽
水
鈔
』
の
序
を
草
し
た
こ
と
と
二

条
な
る
河
原
の
御
亭
が
長
州
藩
京
都
屋
敷
関
係
を
指
す
可
能
性
に
触
れ
た
が
、
こ
の
Ｉ
書
簡
と
も
齟
齬
は
な
い
。
嘉
永
三
年
か
ら
四

年
に
か
け
て
弘
は
主
と
し
て
京
都
勤
番
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
年
、
藩
主
敬
親
は
、
参
勤
の
た
め
に
三
月
五
日
に
萩
を
発
駕
し
て
四
月
九
日
に
江
戸
桜
田
邸
に
着
駕
し
て
い
る
。
山
口

県
文
書
館
所
蔵
の
『
両
公
伝
編
年
史
料
（
33
）』

に
よ
る
と
、
三
月
十
三
日
に
備
中
国
矢
掛
宿
に
陣
を
据
え
た
際
、
公
儀
か
ら
京
都
通
過
の

許
可
が
下
り
な
か
っ
た
旨
の
連
絡
が
藩
の
京
都
留
守
居
役
馬う
ま

屋や

原ば
ら

良
蔵
か
ら
届
い
て
お
り
、
結
局
「
微
恙
ノ
為
メ
京
都
ニ
過
ル
コ
ト

三
三
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ヲ
中
止
セ
ム
ト
ス
」
と
公
儀
に
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
公
郡
山
駅
ヲ
発
シ
伏
見
ノ
邸
ニ
入
ル
。
微
恙
ア
リ
。
京
都
ニ
入
ル
コ
ト

ヲ
中
止
シ
テ
、
一
日
淹
留
静
養
ヲ
加
ヘ
明
後
廿
二
日
発
駕
、
大
津
ヲ
経
テ
石
部
駅
ニ
着
泊
ノ
旨
ヲ
発
表
」（
同
月
廿
一
日
）
し
た
。
微

恙
（
軽
い
病
気
）
と
藩
側
か
ら
公
表
し
て
体
面
を
保
持
し
た
よ
う
だ
が
、
実
際
は
伏
見
の
屋
敷
で
、
敬
親
は
鴻
池
善
五
郎
や
大
徳
寺

の
大
綱
宗
彦
ら
と
会
っ
て
い
る
。
こ
の
準
備
・
警
備
に
弘
は
伏
見
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
広
道
の
、
京
の
弘
の
も
と

へ
の
訪
問
は
三
月
二
十
一
日
前
後
、
弘
の
伏
見
出
張
も
そ
の
こ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ｊ 

：
…
…
弘
ニ
も
京
ニ
て
は
し
め
て
逢
申
候
、
静
な
る
人
ニ
て
妙
ニ
御
坐
候
、
何
か
い
ろ
〳
〵
考
も
有
之
様
子
、
た
の
も
し
く
覚
申

候
、
近
藤
と
ハ
ち
と
不
和
の
様
子
こ
ま
り
も
の
ニ
御
坐
候
…
…
〔「
鈴
木
高
鞆
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月

十
三
日
付
（
34
）〕

広
道
は
こ
の
時
、
よ
う
や
く
弘
と
の
対
面
を
果
た
し
た
。
広
道
か
ら
見
る
と
物
静
か
な
人
物
で
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
。
後
半

の
傍
線
部
は
近
藤
芳
樹
と
弘
と
の
不
和
を
言
っ
た
も
の
で
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
書
簡
が
芳
樹
と
も
親
し
か
っ

た
同
郷
の
高
鞆
に
送
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
弘
と
芳
樹
の
不
和
の
件
は
、
弘
の
口
か
ら
広
道
に
伝
え
ら
れ
、
広
道
も
高
鞆
に
伝

え
て
か
ま
わ
な
い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
Ｃ
の
『
芳
樹
日
記
』
の
記
述
か
ら
は
弘
と
芳
樹
の
昵
懇
さ
が
窺
わ
れ
る
が
、

そ
れ
も
Ｃ
の
天
保
末
頃
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
五
章
の
⑵
『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
で
見
た
よ
う
に
、
弘
の
唯
一
の
現
存

版
本
で
あ
る
本
書
は
、
芳
樹
か
ら
完
膚
無
き
ま
で
に
論
駁
さ
れ
て
い
る
。
芳
樹
の
『
松
崎
神
社
顕
聖
記
』
の
刊
行
は
弘
の
没
後
の
明

治
七
年
だ
が
、
弘
の
『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
が
上
梓
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
考
証
家
と
し
て
も
一
家
言
を
持
つ
芳
樹
が
直
接
・
間
接
的

に
弘
を
論
難
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
ら
も
可
能
性
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
軋
み
が
弘
と
芳
樹
の
間
を
遠
ざ
け

三
二
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弘
、
萩
訪
問
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
十
日
　
三
四
歳

弘
・
近
藤
芳
樹
・
山
野
室
丸
ら
が
三
田
尻
の
宮
市
の
小
倉
家
で
語
り
明
か
す
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
二
十
八
日
　
三
四
歳

弘
正
方
の
自
撰
家
集
『
板
屋
集
』
の
自
序
が
成
る
。
こ
の
時
、
周
防
国
三
田
尻
向
山
在
で
あ
ろ
う
。

◎
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
　
三
七
歳

『
勝
間
の
若
菜
』（
山
口
県
文
書
館
本
）
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
の
編
集
も
こ
の
頃
終
了
し
、
以
下
、
毎
年
続

刊
を
企
図
し
た
ら
し
い
（
た
だ
し
、
現
存
し
な
い
）。

◎
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
～
九
月
　
三
七
歳

『
芳
樹
日
記
』
に
頻
繁
に
登
場
。
二
月
七
日
［
萩
］、
四
月
六
日
［
三
田
尻
］、
六
月
九
日
［
萩
］、
八
月
廿
五
日
［
萩
］、
九
月

四
日
［
萩
］
な
ど
で
芳
樹
と
会
う
。
弘
は
主
と
し
て
長
州
藩
内
に
在
り
。

◎
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
五
月
二
十
五
日
　
三
九
歳

『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』（
版
本
）
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。

◎
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）　
四
〇
歳

『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
刊
行
。
十
月
前
後
に
上
梓
か
。

◎
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
正
月
二
十
三
日
　
四
一
歳

弘
が
類
題
集
『
水
門
集
』
を
企
図
し
て
い
る
話
を
萩
原
広
道
が
知
る
。
こ
の
時
、
弘
は
京
都
勤
番
ら
し
い
。

◎
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
八
月
　
四
一
歳

八
三
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て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

以
上
、
四
章
・
五
章
と
、
弘
の
閲
歴
を
諸
資
料
か
ら
追
い
か
け
て
き
た
が
、
旧
説
も
踏
ま
え
て
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を

纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
弘
正
方
略
年
譜
】

◎
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）　
一
歳

弘
正
方
、
生
ま
れ
る
。
通
称
、
平
五
郎
。
萩
藩
士
、
無
給
通
。
在
郷
藩
士
と
し
て
、
三
田
尻
の
向
島
に
住
む
。

◎
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
五
月
～
六
月
　
二
七
歳

毛
利
斉
熙
（
清
徳
院
）
が
五
月
十
四
日
に
江
戸
長
州
藩
葛
飾
抱
屋
敷
で
逝
去
。
弘
は
四
十
九
日
の
法
要
に
供
奉
。

◎
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
十
九
日
　
二
九
歳

弘
と
芳
樹
が
周
防
国
台
道
で
対
面
。
弘
、
近
日
江
戸
よ
り
帰
国
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
〉
廿
一
日
　
三
四
歳

弘
、
江
戸
よ
り
帰
国
し
て
萩
の
佐
藤
良
平
家
に
滞
在
中
。
こ
の
時
ま
で
に
弘
は
二
回
以
上
の
江
戸
長
州
藩
葛
飾
抱
屋
敷
勤
番
を

経
験
。
そ
の
う
ち
一
度
は
三
年
以
上
の
長
期
勤
番
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
三
月
三
十
日
夕
刻
～
翌
四
月
一
日
　
三
四
歳

萩
城
の
東
部
羽
賀
台
で
の
大
操
練
に
参
加
か
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
廿
三
日
　
三
四
歳

八
三
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弘
、
萩
訪
問
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
十
日
　
三
四
歳

弘
・
近
藤
芳
樹
・
山
野
室
丸
ら
が
三
田
尻
の
宮
市
の
小
倉
家
で
語
り
明
か
す
。

◎
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
二
十
八
日
　
三
四
歳

弘
正
方
の
自
撰
家
集
『
板
屋
集
』
の
自
序
が
成
る
。
こ
の
時
、
周
防
国
三
田
尻
向
山
在
で
あ
ろ
う
。

◎
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
　
三
七
歳

『
勝
間
の
若
菜
』（
山
口
県
文
書
館
本
）
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。『
勝
間
の
若
菜
』
の
編
集
も
こ
の
頃
終
了
し
、
以
下
、
毎
年
続

刊
を
企
図
し
た
ら
し
い
（
た
だ
し
、
現
存
し
な
い
）。

◎
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
～
九
月
　
三
七
歳

『
芳
樹
日
記
』
に
頻
繁
に
登
場
。
二
月
七
日
［
萩
］、
四
月
六
日
［
三
田
尻
］、
六
月
九
日
［
萩
］、
八
月
廿
五
日
［
萩
］、
九
月

四
日
［
萩
］
な
ど
で
芳
樹
と
会
う
。
弘
は
主
と
し
て
長
州
藩
内
に
在
り
。

◎
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
五
月
二
十
五
日
　
三
九
歳

『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』（
版
本
）
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。

◎
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）　
四
〇
歳

『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
刊
行
。
十
月
前
後
に
上
梓
か
。

◎
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
正
月
二
十
三
日
　
四
一
歳

弘
が
類
題
集
『
水
門
集
』
を
企
図
し
て
い
る
話
を
萩
原
広
道
が
知
る
。
こ
の
時
、
弘
は
京
都
勤
番
ら
し
い
。

◎
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
八
月
　
四
一
歳

八
三
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十
月
頃
に
上
梓
か
）、『
楽
水
鈔
』（
嘉
永
三
年
八
月
自
序
）、『
江
氏
水
原
』（
現
存
は
上
巻
の
み
の
零
本
、
嘉
永
四
年
八
月
自
序
）

【
詳
細
未
詳
・
所
在
不
明
の
編
著
】

『
水
門
集
』（
上
梓
の
可
能
性
は
高
い
が
、
現
存
し
な
い
の
で
詳
細
未
詳
）

『
短
歌
古
風
考
』、『
雪
之
記
』、『
澪
標
』
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』（『
勝
間
の
若
菜
』
172
番
歌
）、『
新
古
今
集
藤
靡
抄
』（『
周
防
府
　

松
崎
天
神
鎮
座
考
』
序
）

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
新
出
の
『
勝
間
の
若
菜
』
の
書
誌
と
概
要
を
整
理
し
、
そ
の
編
者
弘
正
方
の
閲
歴
を
、
現
存
す
る
弘
の
作
品
と
同
時
代
文

人
の
日
記
・
書
簡
類
を
手
掛
か
り
に
年
代
順
に
考
察
し
た
。
閲
歴
の
概
略
は
、
前
章
末
尾
に
年
譜
形
式
で
掲
出
し
た
の
で
、
そ
れ
以

外
の
点
で
、
本
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
纏
め
る
。

ま
ず
、『
勝
間
の
若
菜
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
書
名
は
、
現
在
の
防
府
市
の
三
田
尻
港
一
帯
の
古
称
で
あ
る
「
勝
間
」
に
由
来
し
、

当
地
の
当
代
歌
人
詠
を
中
心
に
来
訪
者
の
歌
も
加
え
て
類
題
和
歌
集
と
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
写
本
が

唯
一
の
孤
本
で
、
弘
自
筆
本
と
の
見
解
も
あ
る
。
該
本
は
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
さ
れ
、
三
十
四
名
（
他
に
詠
み
人
知
ら
ず
一
名
）
の

歌
人
の
歌
計
二
百
二
首
を
収
め
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
の
弘
自
序
を
持
ち
、
そ
れ
と
巻
軸
歌
と
を
合
わ
せ
て
勘
案
す
る

と
、
弘
自
身
毎
年
続
編
の
編
集
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
続
編
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
弘
に
は
『
水
門
集
』
と
い
う
、
周

防
国
歌
人
に
限
定
し
な
い
全
国
規
模
で
の
類
題
集
編
集
の
志
が
あ
っ
た
旨
、
資
料
か
ら
断
片
的
に
知
ら
れ
る
が
、
歌
人
が
郷
里
に
限

定
さ
れ
る
『
勝
間
の
若
菜
』
と
全
国
規
模
の
『
水
門
集
』
と
は
、
各
々
別
な
類
題
和
歌
集
と
推
測
さ
れ
る
。

『
勝
間
の
若
菜
』
へ
の
入
集
歌
数
最
多
は
弘
自
身
の
二
十
四
首
で
、
以
下
、
今
津
維
亮
十
八
首
、
鈴
木
高
鞆
十
五
首
、
五
十
君
夷

八
八
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『
楽
水
鈔
』
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。
こ
の
時
、
長
州
藩
京
都
河
原
町
藩
邸
に
勤
務
か
。

◎
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
月
十
六
日
・
十
一
月
十
四
日
　
四
一
歳

二
つ
の
日
付
の
萩
原
広
道
書
簡
の
内
容
か
ら
、
弘
の
京
都
勤
番
が
判
明
。

◎
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
正
月
二
十
日
　
四
二
歳

弘
正
方
編
の
類
題
集
『
水
門
集
』
上
梓
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
引
札
頒
布
。

◎
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
二
十
一
日
前
後
　
四
二
歳

参
勤
途
上
の
藩
主
毛
利
敬
親
が
京
を
避
け
て
伏
見
屋
敷
に
滞
在
す
る
た
め
、
弘
は
伏
見
に
勤
務
。

◎
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
八
月
十
五
日
　
四
二
歳

『
江
氏
水
原
』
の
弘
正
方
自
序
が
成
る
。

◎
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
十
三
日
頃
　
四
二
歳

萩
原
広
道
が
京
都
の
屋
敷
で
弘
と
対
面
。
弘
と
近
藤
芳
樹
と
が
不
和
の
様
子
。

◎
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
　
五
一
歳

弘
正
方
、
京
都
で
役
中
に
没
す
。

【
家
族
】妻

子
あ
り
。
子
供
は
複
数
で
、
う
ち
一
人
は
娘
か
（『
勝
間
の
若
菜
』
195
番
歌
）。

【
現
存
す
る
編
著
】

『
板
屋
集
』（
天
保
十
四
年
八
月
自
序
）、『
勝
間
の
若
菜
』（
弘
化
三
年
正
月
自
序
）、『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』（
嘉
永
二
年
刊
、

八
三
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十
月
頃
に
上
梓
か
）、『
楽
水
鈔
』（
嘉
永
三
年
八
月
自
序
）、『
江
氏
水
原
』（
現
存
は
上
巻
の
み
の
零
本
、
嘉
永
四
年
八
月
自
序
）

【
詳
細
未
詳
・
所
在
不
明
の
編
著
】

『
水
門
集
』（
上
梓
の
可
能
性
は
高
い
が
、
現
存
し
な
い
の
で
詳
細
未
詳
）

『
短
歌
古
風
考
』、『
雪
之
記
』、『
澪
標
』
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』（『
勝
間
の
若
菜
』
172
番
歌
）、『
新
古
今
集
藤
靡
抄
』（『
周
防
府
　

松
崎
天
神
鎮
座
考
』
序
）

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
新
出
の
『
勝
間
の
若
菜
』
の
書
誌
と
概
要
を
整
理
し
、
そ
の
編
者
弘
正
方
の
閲
歴
を
、
現
存
す
る
弘
の
作
品
と
同
時
代
文

人
の
日
記
・
書
簡
類
を
手
掛
か
り
に
年
代
順
に
考
察
し
た
。
閲
歴
の
概
略
は
、
前
章
末
尾
に
年
譜
形
式
で
掲
出
し
た
の
で
、
そ
れ
以

外
の
点
で
、
本
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
纏
め
る
。

ま
ず
、『
勝
間
の
若
菜
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
書
名
は
、
現
在
の
防
府
市
の
三
田
尻
港
一
帯
の
古
称
で
あ
る
「
勝
間
」
に
由
来
し
、

当
地
の
当
代
歌
人
詠
を
中
心
に
来
訪
者
の
歌
も
加
え
て
類
題
和
歌
集
と
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
写
本
が

唯
一
の
孤
本
で
、
弘
自
筆
本
と
の
見
解
も
あ
る
。
該
本
は
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
さ
れ
、
三
十
四
名
（
他
に
詠
み
人
知
ら
ず
一
名
）
の

歌
人
の
歌
計
二
百
二
首
を
収
め
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
正
月
の
弘
自
序
を
持
ち
、
そ
れ
と
巻
軸
歌
と
を
合
わ
せ
て
勘
案
す
る

と
、
弘
自
身
毎
年
続
編
の
編
集
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
続
編
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
弘
に
は
『
水
門
集
』
と
い
う
、
周

防
国
歌
人
に
限
定
し
な
い
全
国
規
模
で
の
類
題
集
編
集
の
志
が
あ
っ
た
旨
、
資
料
か
ら
断
片
的
に
知
ら
れ
る
が
、
歌
人
が
郷
里
に
限

定
さ
れ
る
『
勝
間
の
若
菜
』
と
全
国
規
模
の
『
水
門
集
』
と
は
、
各
々
別
な
類
題
和
歌
集
と
推
測
さ
れ
る
。

『
勝
間
の
若
菜
』
へ
の
入
集
歌
数
最
多
は
弘
自
身
の
二
十
四
首
で
、
以
下
、
今
津
維
亮
十
八
首
、
鈴
木
高
鞆
十
五
首
、
五
十
君
夷

八
八
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う
事
実
で
あ
る
。
両
者
を
挙
げ
る
。

夏
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
凌
空

65
雲
間
よ
り
く
も
ま
を
わ
た
る
月
の
か
げ
そ
れ
も
み
は
て
ぬ
夏
の
よ夜は
か
な
［
勝
間
］

夏
夜
（
35
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
西
寺
凌
空

1017
雲
間
よ
り
雲
間
を
か
よ
ふ
月
の
か
げ
そ
れ
も
み
は
て
ぬ
夏
の
夜
の
空
［
玉
石
集
］

網
掛
け
部
分
に
校
異
が
あ
る
が
、「
わ
た
る
」
よ
り
も
「
か
よ
ふ
」
の
方
が
月
を
主
体
に
し
、
そ
の
月
が
雲
間
を
通
う
の
を
下
の

句
以
下
で
「
見
る
」
と
い
う
理
解
が
成
り
立
つ
点
で
、
玉
石
集
の
方
が
洗
練
さ
れ
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
結
句
に
も
、「
夜
半

（
時
）」
と
「
夜
の
空
（
時
と
場
所
）」
の
違
い
が
あ
る
が
、（
空
を
通
ふ
）
月
を
一
貫
し
て
歌
の
中
心
に
据
え
て
詠
む
玉
石
集
の
方
が
好

ま
し
か
ろ
う
。
近
世
後
期
に
お
い
て
、
類
題
集
編
集
が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
た
時
、
編
者
や
歌
人
た
ち
が
そ
の
採
歌
・
入
集
歌
を

め
ぐ
っ
て
汲
々
と
し
、
奔
走
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
36
）が

、『
勝
間
の
若
菜
』
が
全
国
規
模
で
の
類
題
集
で
あ
る
『
類
題
玉
石
集
』
の

編
集
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
問
題
は
非
常
に
大
き
く
な
り
、
且
つ
、
そ
の
文
学
史
上
の
意
義
も
再
考
が
必

要
と
な
っ
て
来
る
。

そ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

八
三
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守
十
四
首
と
続
く
。
歌
数
の
上
位
入
集
者
の
ほ
と
ん
ど
が
鈴
木
高
鞆
編
『
類
題
玉
石
集
』
歌
人
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
弘
の
他
の
著
作
に
関
し
て
も
披
見
で
き
た
作
品
の
報
告
を
行
な
い
、
序
跋
・
刊
記
ほ
か
を
手
掛
か
り
に
弘
の

閲
歴
を
考
察
し
た
。『
板
屋
集
』、『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』、『
楽
水
鈔
』、『
江
氏
水
原
』（
上
巻
の
み
の
零
本
）
の
四
作
品
で

あ
る
。
ま
た
、
考
察
の
過
程
で
、『
澪
標
』
或
い
は
『
註
釈
澪
標
』、『
新
古
今
集
藤
靡
抄
』
な
る
作
品
の
著
述
も
志
し
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

弘
正
方
は
、
三
田
尻
宰
判
内
の
向
島
に
住
ん
だ
「
無
給
通
」
の
長
州
藩
士
で
あ
る
。
そ
の
歌
や
他
の
資
料
か
ら
は
、
妻
子
を
持
っ

て
い
た
こ
と
、
江
戸
の
長
州
藩
葛
飾
抱
邸
へ
の
勤
務
が
長
か
っ
た
こ
と
（
少
な
く
と
も
複
数
回
の
勤
番
で
、
最
も
長
期
に
わ
た
る
も
の
は

三
年
以
上
の
勤
務
）
が
わ
か
る
。
ま
た
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
同
四
年
頃
に
は
、
京
都
の
藩
邸
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
窺
わ

れ
る
。

以
上
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
こ
ろ
で
、『
勝
間
の
若
菜
』
は
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
痕
跡
も
な
く
、
広
く
流
布
し
た
作
品
で
も
な
い
。
ま
た
、
弘
正
方
と

い
う
歌
人
は
当
時
の
類
題
集
や
『
当
世
百
歌
仙
』
な
ど
に
入
集
歌
が
あ
る
も
の
の
、
後
代
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
歌
人
と
ま
で

は
言
え
ま
い
。
周
防
国
三
田
尻
と
い
う
狭
い
土
地
の
歌
人
た
ち
の
歌
を
集
め
て
類
題
集
編
集
が
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
示
す
だ
け

の
資
料
が
、『
勝
間
の
若
菜
』
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
本
稿
は
単
純
に
、
新
出
の
『
勝
間
の
若
菜
』
の
紹
介
と
弘
正
方
の

閲
歴
を
纏
め
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
諒
と
さ
れ
は
し
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
事
実
が
あ
る
。

そ
れ
は
、『
勝
間
の
若
菜
』
の
65
番
歌
が
、
一
部
の
字
句
を
変
え
て
鈴
木
高
鞆
編
の
『
類
題
玉
石
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
と
い

八
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う
事
実
で
あ
る
。
両
者
を
挙
げ
る
。

夏
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
凌
空

65
雲
間
よ
り
く
も
ま
を
わ
た
る
月
の
か
げ
そ
れ
も
み
は
て
ぬ
夏
の
よ夜は
か
な
［
勝
間
］

夏
夜
（
35
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
西
寺
凌
空

1017
雲
間
よ
り
雲
間
を
か
よ
ふ
月
の
か
げ
そ
れ
も
み
は
て
ぬ
夏
の
夜
の
空
［
玉
石
集
］

網
掛
け
部
分
に
校
異
が
あ
る
が
、「
わ
た
る
」
よ
り
も
「
か
よ
ふ
」
の
方
が
月
を
主
体
に
し
、
そ
の
月
が
雲
間
を
通
う
の
を
下
の

句
以
下
で
「
見
る
」
と
い
う
理
解
が
成
り
立
つ
点
で
、
玉
石
集
の
方
が
洗
練
さ
れ
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。
結
句
に
も
、「
夜
半

（
時
）」
と
「
夜
の
空
（
時
と
場
所
）」
の
違
い
が
あ
る
が
、（
空
を
通
ふ
）
月
を
一
貫
し
て
歌
の
中
心
に
据
え
て
詠
む
玉
石
集
の
方
が
好

ま
し
か
ろ
う
。
近
世
後
期
に
お
い
て
、
類
題
集
編
集
が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
た
時
、
編
者
や
歌
人
た
ち
が
そ
の
採
歌
・
入
集
歌
を

め
ぐ
っ
て
汲
々
と
し
、
奔
走
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
36
）が

、『
勝
間
の
若
菜
』
が
全
国
規
模
で
の
類
題
集
で
あ
る
『
類
題
玉
石
集
』
の

編
集
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
問
題
は
非
常
に
大
き
く
な
り
、
且
つ
、
そ
の
文
学
史
上
の
意
義
も
再
考
が
必

要
と
な
っ
て
来
る
。

そ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

八
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14	

吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』〔
山
口
県
教
育
会
、
昭
和
32
年
10
月
、
二
〇
二
頁
〕

15	

『
国
書
人
名
辞
典 

第
四
巻
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
10
年
11
月
、
一
四
二
頁
〕

16	

田
坂
順
子
「『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
翻
刻
と
解
題
（
一
／
二
）」〔『
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
』
第
二
二
二
／
二
二
七
号
（
人
文
・

社
会
科
学
編
第
一
五
一
／
一
五
六
号
）、
平
成
11
年
３
月
／
同
年
12
月
〕

17	

石
川
卓
美
編
修
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』〔
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
51
年
３
月
〕

18	

「
江
戸
に
て
」
の
後
に
部
立
名
欠
落
の
も
の
が
一
つ
あ
る
。
歌
数
は
以
下
（
漢
数
字
）
の
通
り
。

春
（
八
十
三
）・
夏
（
四
十
七
）・
秋
（
六
十
）・
冬
（
二
十
八
）・
雑
（
七
十
五
）・
恋
（
三
十
三
）・
旅
（
八
）・
江
戸
に
て
（
七
）・
部

立
名
未
詳
（
五
）・
詠
史
（
三
十
一
）・
賀
（
三
）

19	

引
用
は
山
口
県
立
山
口
図
書
館
本
。
句
読
点
と
濁
点
を
私
意
で
施
し
た
。

20	

左
記
の
論
考
を
参
照
。

井
上
佑
「
江
戸
毛
利
藩
邸
・
抱
屋
敷
の
跡
を
訪
ね
て
」〔
山
口
県
地
方
史
学
会
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
七
九
号
、
平
成
10
月
６
日
〕

岡
田
悟
「
毛
利
藩
の
江
戸
葛
飾
抱
屋
敷
に
つ
い
て
」〔
日
本
建
築
学
会
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
九
一
号
、
平
成
17
年
５
月
〕

21	

羽
賀
台
大
操
練
に
関
し
て
は
左
記
を
参
照
。
ま
た
、
歌
人
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
藩
士
・
冷
泉
古
風
が
『
羽
賀
台
御
狩
の
記
』〔
長
周
叢
書

所
収
〕
を
著
し
て
い
る
。

萩
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
萩
市
史
　
第
一
巻
』〔
萩
市
、
昭
和
58
年
６
月
、
八
三
五
～
八
四
一
頁
〕

22	

『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
の
上
下
二
冊
本
（
請
求
記
号
：
Ｙ
一
七
五
Ａ
）
に
依
る
。
な
お
、
前
掲
注
16
の
田
坂

の
翻
刻
と
解
題
に
加
え
て
、
左
記
の
翻
刻
が
あ
る
。
引
用
は
防
府
史
料
掲
載
本
文
に
依
っ
た
。

防
府
市
教
育
委
員
会
編
『
防
府
史
料
　
第
二
十
六
集
　
防
府
天
満
宮
縁
起
集
』〔
防
府
市
立
防
府
図
書
館
、
昭
和
52
年
３
月
〕

23	

前
掲
注
22
『
防
府
史
料
　
第
二
十
六
集
　
防
府
天
満
宮
縁
起
集
』
所
収
の
『
松
崎
神
社
顕
聖
記
』〔
七
六
～
七
七
頁
〕
に
依
る
。
な
お
、
芳

樹
は
更
に
別
な
箇
所
で
も
、「
さ
れ
ば
防
府
に
久
し
く
止
ま
ら
せ
玉
へ
り
と
い
ふ
も
、
河
内
に
立
よ
ら
せ
玉
へ
り
と
い
へ
る
に
お
な
じ
さ
ま
の

妄
談
に
て
、
妖
僧
姦
巫
等
の
、
世
を
惑
は
せ
る
説
な
れ
ば
、
勝
間
の
駅
に
は
た
ゞ
一
夜
や
ど
ら
せ
た
ま
へ
る
の
み
な
る
こ
と
明
ら
か
な
り

〔
七
八
頁
〕」
と
述
べ
、
弘
の
言
説
を
厳
し
く
指
弾
す
る
。

24	

時
山
弥
八
『
も
り
の
し
げ
り
』〔
私
家
版
、
昭
和
５
年
11
月
〕
の
「
歴
代
領
地
城
宅
表
」
に
「
京
都
屋
敷
　
京
都
三
条
河
原
町
」
と
し
て
、

敷
地
面
積
・
沿
革
等
を
略
記
す
る
。

25	

『
芳
樹
日
記
』
は
、
久
保
田
啓
一
ほ
か
「
山
口
県
文
書
館
蔵
「
近
藤
芳
樹
日
記
」
翻
刻
（
一
～
）」〔
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
海
文
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（
注
）

１	

『
防
府
史
料
　
第
20
／
21
集
　
類
題
玉
石
集
　
上
／
下
』〔
防
府
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
47
／
48
年
10
／
８
月
〕
の
下
巻
の
四
八
頁
。
な
お
、

歌
番
号
は
同
書
の
付
し
た
下
巻
の
み
の
も
の
で
、
上
巻
か
ら
の
通
し
番
号
で
は
二
七
六
一
番
と
な
る
。
読
点
と
濁
点
を
私
意
で
施
し
た
。

２	
御
薗
生
翁
甫
編
『
防
府
史
料
　
第
六
輯
』〔
防
府
史
料
保
存
会
、
昭
和
37
年
10
月
、
二
頁
〕

３	
書
簡
の
出
典
は
『
萩
原
広
道
消
息
』〔
井
上
通
泰
編
、
私
家
版
、
刊
行
年
不
明
〕
の
第
四
書
簡
。
こ
の
書
簡
は
、
該
本
の
一
九
丁
オ
に
「
嘉

永
三
年
？
〔
マ
マ
〕正

月
廿
三
日
」
と
し
て
翻
字
。
山
崎
勝
昭
は
、
当
該
書
簡
を
嘉
永
四
年
正
月
の
も
の
と
し
て
注
４
の
立
論
で
使
用
。
山
崎
は
「
広

道
書
簡
の
年
次
」〔『
葭
』
十
七
号
、
平
成
20
年
４
月
〕
で
、
先
行
研
究
に
お
け
る
萩
原
書
簡
の
年
次
の
誤
り
を
訂
正
す
る
が
、
当
該
書
簡
に

関
し
て
は
嘉
永
三
年
か
ら
四
年
へ
の
変
更
理
由
に
触
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
亀
井
森
は
「
近
世
後
期
類
題
和
歌
集
編
纂
の
一
齣
」〔
日
本
近
世

文
学
会
『
近
世
文
藝
』
九
十
号
、
平
成
21
年
７
月
〕
で
当
該
書
簡
を
資
料
と
し
て
用
い
る
が
、
嘉
永
三
年
正
月
の
も
の
と
し
て
立
論
す
る
。

亀
井
の
論
は
鈴
木
高
鞆
と
『
類
題
玉
石
集
』
に
関
し
て
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
本
稿
も
参
照
し
た
。

４	

山
崎
勝
昭
『
萩
原
広
道
　
上
・
下
』〔
ユ
ニ
ウ
ス
、
平
成
28
年
３
月
、
下
巻
の
五
八
七
頁
〕

５	

一
丁
オ
の
内
題
と
五
丁
オ
の
巻
首
題
と
も
に
「
か
つ
ま
の
若
菜
」
と
判
読
で
き
る
。
ま
た
三
章
で
考
察
す
る
弘
正
方
自
序
に
も
そ
の
書
名

が
「
か
つ
ま
の
わ
か
菜
」
と
記
さ
れ
る
。
山
口
県
文
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
「
か
つ
ま
の
若
葉・

」
と
す
る
が
、
何
ら
か
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

６	

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
36
　
山
口
県
の
地
名
』〔
平
凡
社
、
昭
和
55
年
８
月
、
二
七
四
頁
〕

７	

『
勝
間
の
若
菜
』
本
文
の
引
用
は
山
口
県
文
書
館
本
に
依
る
。
通
読
の
便
を
考
え
て
、
濁
音
仮
名
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
漢

字
・
仮
名
・
句
点
な
ど
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
底
本
に
は
本
文
の
左
傍
に
振
り
漢
字
の
施
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
翻
字
し
た
。
他

の
歌
集
入
集
歌
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
、
引
用
で
は
歌
の
末
に
［
勝
間
］
と
記
す
。

８	

山
口
県
教
育
会
編
『
山
口
県
百
科
事
典
』〔
大
和
書
房
、
昭
和
57
年
４
月
、
一
六
七
頁
〕

９	

注
６
の
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
36
　
山
口
県
の
地
名
』
の
「
勝
間
駅
」、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

35
　
山
口
県
』〔
角
川
書
店
、
昭
和
63

年
12
月
〕
の
「
勝
間
」
の
説
明
で
は
、
諸
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

10	

一
章
で
見
た
「
大
藤
高
雅
宛
萩
原
広
道
書
簡
」
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

11	

前
掲
注
１
の
解
題
に
よ
る
。
ま
た
、
左
記
の
論
考
も
参
照
。

兼
清
正
徳
「『
類
題
玉
石
集
』
編
輯
の
意
図
と
成
果
（
上
／
中
／
下
）」〔『
芸
林
』
二
十
四
巻
二
／
三
／
四
号
、
昭
和
48
年
４
／
６
／
８
月
〕

12	

三
ツ
松
誠
「『
当
世
百
歌
仙
』
の
刊
行
と
そ
の
周
辺
」〔
日
本
近
世
文
学
会
『
近
世
文
藝
』
百
十
一
号
、
令
和
２
年
１
月
〕

13	

近
藤
清
石
編
『
防
長
人
物
誌
』〔
防
長
史
談
会
、
昭
和
８
年
１
月
、
一
七
八
頁
〕
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14	

吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』〔
山
口
県
教
育
会
、
昭
和
32
年
10
月
、
二
〇
二
頁
〕

15	

『
国
書
人
名
辞
典 

第
四
巻
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
10
年
11
月
、
一
四
二
頁
〕

16	
田
坂
順
子
「『
周
防
府
　
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
翻
刻
と
解
題
（
一
／
二
）」〔『
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
』
第
二
二
二
／
二
二
七
号
（
人
文
・

社
会
科
学
編
第
一
五
一
／
一
五
六
号
）、
平
成
11
年
３
月
／
同
年
12
月
〕

17	
石
川
卓
美
編
修
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』〔
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
51
年
３
月
〕

18	

「
江
戸
に
て
」
の
後
に
部
立
名
欠
落
の
も
の
が
一
つ
あ
る
。
歌
数
は
以
下
（
漢
数
字
）
の
通
り
。

春
（
八
十
三
）・
夏
（
四
十
七
）・
秋
（
六
十
）・
冬
（
二
十
八
）・
雑
（
七
十
五
）・
恋
（
三
十
三
）・
旅
（
八
）・
江
戸
に
て
（
七
）・
部

立
名
未
詳
（
五
）・
詠
史
（
三
十
一
）・
賀
（
三
）

19	

引
用
は
山
口
県
立
山
口
図
書
館
本
。
句
読
点
と
濁
点
を
私
意
で
施
し
た
。

20	

左
記
の
論
考
を
参
照
。

井
上
佑
「
江
戸
毛
利
藩
邸
・
抱
屋
敷
の
跡
を
訪
ね
て
」〔
山
口
県
地
方
史
学
会
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
七
九
号
、
平
成
10
月
６
日
〕

岡
田
悟
「
毛
利
藩
の
江
戸
葛
飾
抱
屋
敷
に
つ
い
て
」〔
日
本
建
築
学
会
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
九
一
号
、
平
成
17
年
５
月
〕

21	

羽
賀
台
大
操
練
に
関
し
て
は
左
記
を
参
照
。
ま
た
、
歌
人
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
藩
士
・
冷
泉
古
風
が
『
羽
賀
台
御
狩
の
記
』〔
長
周
叢
書

所
収
〕
を
著
し
て
い
る
。

萩
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
萩
市
史
　
第
一
巻
』〔
萩
市
、
昭
和
58
年
６
月
、
八
三
五
～
八
四
一
頁
〕

22	

『
松
崎
天
神
鎮
座
考
』
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
の
上
下
二
冊
本
（
請
求
記
号
：
Ｙ
一
七
五
Ａ
）
に
依
る
。
な
お
、
前
掲
注
16
の
田
坂

の
翻
刻
と
解
題
に
加
え
て
、
左
記
の
翻
刻
が
あ
る
。
引
用
は
防
府
史
料
掲
載
本
文
に
依
っ
た
。

防
府
市
教
育
委
員
会
編
『
防
府
史
料
　
第
二
十
六
集
　
防
府
天
満
宮
縁
起
集
』〔
防
府
市
立
防
府
図
書
館
、
昭
和
52
年
３
月
〕

23	

前
掲
注
22
『
防
府
史
料
　
第
二
十
六
集
　
防
府
天
満
宮
縁
起
集
』
所
収
の
『
松
崎
神
社
顕
聖
記
』〔
七
六
～
七
七
頁
〕
に
依
る
。
な
お
、
芳

樹
は
更
に
別
な
箇
所
で
も
、「
さ
れ
ば
防
府
に
久
し
く
止
ま
ら
せ
玉
へ
り
と
い
ふ
も
、
河
内
に
立
よ
ら
せ
玉
へ
り
と
い
へ
る
に
お
な
じ
さ
ま
の

妄
談
に
て
、
妖
僧
姦
巫
等
の
、
世
を
惑
は
せ
る
説
な
れ
ば
、
勝
間
の
駅
に
は
た
ゞ
一
夜
や
ど
ら
せ
た
ま
へ
る
の
み
な
る
こ
と
明
ら
か
な
り

〔
七
八
頁
〕」
と
述
べ
、
弘
の
言
説
を
厳
し
く
指
弾
す
る
。

24	

時
山
弥
八
『
も
り
の
し
げ
り
』〔
私
家
版
、
昭
和
５
年
11
月
〕
の
「
歴
代
領
地
城
宅
表
」
に
「
京
都
屋
敷
　
京
都
三
条
河
原
町
」
と
し
て
、

敷
地
面
積
・
沿
革
等
を
略
記
す
る
。

25	

『
芳
樹
日
記
』
は
、
久
保
田
啓
一
ほ
か
「
山
口
県
文
書
館
蔵
「
近
藤
芳
樹
日
記
」
翻
刻
（
一
～
）」〔
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
海
文
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萬清華  〈动态语言学原理〉  《樱文论丛》 第61卷  2004年 8 月

万清华  〈句切和标峰重音〉  《樱文论丛》 第73卷  2009年 2 月

萬清華  〈说“的”〉  《樱文论丛》 第79卷  2011年 2 月

萬清華  〈说“就”“才”〉  《樱文论丛》 第82卷  2012年 2 月

萬清華  〈声调描写〉 《樱文论丛》 第84卷  2013年 2 月

萬清華  〈句单位〉 《樱文论丛》 第86卷  2014年 2 月

萬清華  〈单语〉 《樱文论丛》第89卷 2015年 3 月

萬清華  〈语言分析方法〉 《樱文论丛》 第90卷  2015年10月

萬清華  〈语音元素〉 《樱文论丛》 第92卷  2016年10月

萬清華  〈语法结构〉 《樱文论丛》 第97卷 2018年 3 月

萬清華  〈语言学的方法论〉 《樱文论丛》 第100卷  2019年 9 月

� 339弘正方編『勝間の若菜』について（小野）

化
研
究
施
設
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
三
十
三
号
～
、
平
成
17
年
３
月
～
継
続
刊
行
中
〕
に
依
る
。

26	

山
崎
勝
昭
は
左
記
の
著
書
で
、
芳
樹
の
『
寄
居
歌
談
』
第
二
編
（
巻
末
識
語
に
天
保
十
四
年
十
月
。
但
し
刊
行
は
遅
滞
）
に
見
ら
れ
る
江

戸
の
歌
人
評
（
小
林
元
雄
・
海
野
幸
典
・
木
村
定
良
ら
）
は
、
こ
の
Ｂ
の
時
に
弘
か
ら
芳
樹
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
と
す
る
。

山
崎
勝
昭
『
俗
地
と
文
人

─
幕
末
期
大
坂
の
萩
原
広
道

─
』〔
ユ
ニ
ウ
ス
、
平
成
30
年
６
月
、
一
二
九
～
一
三
三
頁
〕

27	
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
「
関
西
大
学
所
蔵
　
萩
原
広
道
の
消
息
」〔『
関
西
大
学
　
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
六
～
十
一
号
、
平
成

13
年
６
月
～
18
年
６
月
〕
の
七
号
掲
載
。

28	

前
掲
注
３
の
井
上
通
泰
編
『
萩
原
広
道
消
息
』（
27
丁
オ
）
の
第
四
書
簡
。

29	

前
掲
注
27
の
十
一
号
掲
載
。

30	

前
掲
注
27
の
八
号
掲
載
。

31	

前
掲
注
27
の
十
一
号
掲
載
。

32	

前
掲
注
27
の
八
号
掲
載
。

33	

山
口
県
文
書
館
所
蔵
『
両
公
伝
編
年
史
料
　
嘉
永
四
年
三
月
』（
請
求
番
号
：
両
公
史
料
二
一
八
四
）

34	

前
掲
注
27
の
九
号
掲
載
。

35	

前
掲
注
１
の
『
類
題
玉
石
集
』
翻
刻
は
「
夏
衣
」
と
す
る
が
、
内
容
的
に
不
自
然
。
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
版
本
（
請
求
番
号
：
口
羽
家

三
〇
）
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
夏
夜
」
と
判
読
で
き
る
の
で
訂
正
し
た
。
な
お
、
玉
石
集
で
は
同
一
題
で
計
三
首
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
他
の

詠
も
「
1018
心
あ
り
て
門
の
く
ひ
な
は
月
夜
よ
し
風
も
涼
し
と
た
ゝ
き
た
り
け
ん
　（
野
之
口
）
隆
正
」「
1019
夏
の
よ
の
み
じ
か
き
ほ
ど
は
う
た
ゝ

ね
の
枕
に
夢
の
か
よ
ふ
間
も
な
し
　
上
田
清
子
」
で
、
歌
題
は
「
夏
夜
」
と
考
え
ら
れ
る
。

36	

例
え
ば
、
前
掲
注
３
の
亀
井
論
文
な
ど
。

《
付
記
》

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
に
際
し
て
山
口
県
文
書
館
・
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
便
宜
を
賜
わ
っ
た
。

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

八
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